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平成18 年度施政方針
町議会３月定例会
町 職 員 配 置 表
退職者・新採用職員紹介/町役場電話 ＆ ＦＡＸ番号一覧
町小・中学校教職員の異動
町合同地域審議会 ・ 町認定農業者会
「第17回つがわ狐の嫁入り行列」
第10回奥阿賀かのせフォトコンテスト
阿賀町地域ニュース
町内保育園卒園式、小・中学校卒業式
あがスポーツ＆カルチャー
各種お知らせ
４月～５月カレンダー

編

集

後

記

　このたび、格差是正事業により実施しました

粟瀬区・明谷沢区・相高島区を受信エリアとする携帯

電話の受信鉄塔が完成しました。

　これにより、当地区では４月からＫＤＤＩ株式会社

($8)による携帯電話の通話が可能になりましたので

お知らせします。

　

４
月
は
新
た
な
出
会

い
・
別
れ
の
季
節
。
今
年

も
阿
賀
町
か
ら
多
く
の
卒

業
生
が
た
く
さ
ん
の
思
い

出
と
と
も
に
母
校
を
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向

か
っ
て
明
る
く
、
元
気
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
阿
賀
町
が
誕
生

し
て
２
年
目
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
今

年
度
も
「
広
報
あ
が
」
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
読
み
や
す

く
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
広
報
を
目
指
し
、
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

携帯電話が使えます！

み
ん
な

み
ん
な

元
気
に

元
気
に

が
ん
ば
ろ
う
ね

が
ん
ば
ろ
う
ね
！！

鹿
瀬
保
育
園
入
園
式

鹿
瀬
保
育
園
入
園
式

み
ん
な

み
ん
な

元
気
に

元
気
に

が
ん
ば
ろ
う
ね

が
ん
ば
ろ
う
ね
！！

鹿
瀬
保
育
園
入
園
式

鹿
瀬
保
育
園
入
園
式

み
ん
な

元
気
に

が
ん
ば
ろ
う
ね
！！

鹿
瀬
保
育
園
入
園
式

■転　入……………………………………………………
■転　出……………………………………………………
■出　生……………………………………………………
■死　亡……………………………………………………

50人
120人

8人
25人

■　男　…………………………………………………
■　女　…………………………………………………
■合　計…………………………………………………
■世帯数…………………………………………………

  7,315人　
7,854人　

15,169人　
5,306世帯

3 月 の 異 動

阿賀町の人口（3月31日現在）

おくやみ

安部タマノさん（90歳）　……　本　人　…………………　新 谷 区
神田　富壽さん（85歳）　……　本　人　…………………　五十沢区
清野　レンさん（87歳）　……　文　義　…………………　角 島 区
山口　ハナさん（99歳）　……　春　市　…………………　五十沢区
小原　佳夫さん（80歳）　……　本　人　…………………　角 島 区
清田　トミさん（82歳）　……　八三郎　…………………　当 麻 区
猪　　光子さん（68歳）　……　　大　　…………………　高清水区
小日山一男さん（90歳）　……　本　人　…………………　五十島区
佐藤榮二郎さん（91歳）　……　本　人　…………………　京ノ瀬区
宮澤　正悦さん（75歳）　……　本　人　…………………　野 村 区
遠藤　　弘さん（74歳）　……　本　人　…………………　中 村 区
井上　万一さん（88歳）　……　一　家　…………………　徳 瀬 区
鈴木　　衛さん（79歳）　……　本　人　…………………　鹿 瀬 区
長谷川　求さん（70歳）　……　本　人　…………………　高 出 区
猪　タミノさん（95歳）　……　　巖　　…………………　高清水区
清野　次郎さん（88歳）　……　本　人　…………………　長 谷 区
石川　公榮さん（82歳）　……　本　人　…………………　東 山 区
長谷川鬼四郎さん（75歳）　……　本　人　…………………　田 沢 区
神田　竹司さん（67歳）　……　本　人　…………………　西　　区
　永　次一さん（79歳）　……　本　人　…………………　津川 3区
渡部　　實さん（76歳）　……　本　人　…………………　徳 瀬 区

◆亡くなった人

ご 結 婚

うぶごえ

♥ご結婚した人

●赤ちゃん氏名

江花　和郎さん　………………………………………　深 戸 区
加藤　美佐さん　………………………　あがのニュータウン区

後藤　大樹（たいき）くん　（2月21日）　和　広　　九 島 区
渡部　大和（やまと）くん　（ 3月 4日）　大　輔　　松ヶ丘区
神田　颯人（はやと）くん　（ 3月15日）　　明　　　白 崎 区
新發田未来（みらい）ちゃん（ 3月13日）　和　也　　谷 沢 区
永井　渓太（けいた）くん　（ 3月19日）　　保　　　黒 岩 区
五十嵐真穂（まほ）ちゃん　（ 3月19日）　　功　　　細 越 区
杉　　陸人(りくと）くん　（ 3月17日）　　学　　　平 堀 区

誕生日 保護者名 住所

世帯主氏名 住所（年齢）

住所

｛
長谷川　進さん　………………………………………　天 満 区
佐久間明奈さん　………………………………………　五 泉 市｛
中島美佐男さん　………………………………………　福 取 区
馬　　暁潔さん　………………………………………　中　　国｛



４月号　2　3　広報あが

　

平
成
１７
年
４
月
に
東
蒲
原
郡
の
４
か
町

村
が
合
併
し
て
、
１
年
が
経
過
し
、
こ
の

間
、
様
々
な
事
務
事
業
等
の
調
整
を
図
り

な
が
ら
各
種
事
業
等
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
１８
年
度
も
、私
の
公
約
で
あ
る「
地

域
の
融
和
」
と
「
均
衡
あ
る
発
展
」
を
常

に
念
頭
に
置
き
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

い
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し

て
町
政
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

３
月
定
例
会
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た

阿
賀
町
総
合
計
画
（
案
）
は
、
今
後
１０

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
り
、

新
町
建
設
計
画
の
基
本
理
念
の
も
と
に

策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
計
画
に
基

づ
き
、
阿
賀
町
の
活
性
化
等
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
議
会
議
員
は
じ
め
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

各
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

本
町
を
取
巻
く
状
況
は
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
更
な
る
過
疎
化
・

高
齢
化
に
よ
る
地
域
の
活
力
低
下
や
産

業
・
経
済
面
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

合
併
後
の
事
務
調
整
や
増
大
す
る
行

政
需
要
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、
行
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
、
堅
実
な
財
政
運

営
を
行
う
た
め
の
財
政
計
画
、
職
員
定

数
適
正
化
計
画
等
を
よ
り
具
体
化
し
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
事
務
の
効
率

化
に
努
め
る
と
同
時
に
、
抱
え
て
い
る

課
題
・
問
題
の
解
決
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。  

　

平
成
１８
年
度
当
初
予
算
の
骨
格
は

「
阿
賀
町
総
合
計
画
」
の
内
容
を
尊
重

し
つ
つ
、
で
き
る
限
り
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
向
け
た
施
策
の
展
開
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る

た
め
の
予
算
と
な
る
よ
う
編
成
し
ま
し

た
。

　

大
変
厳
し
い
財
政
事
情
は
、
近
い
将

来
、
赤
字
団
体
へ
の
転
落
も
危
惧
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
経
費
の
削
減
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
私
は
じ
め
職
員

一
丸
と
な
り
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
的
確
な

把
握
や
国
・
県
の
動
向
等
情
報
の
収
集

を
行
い
、
阿
賀
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
創
意
工
夫
に
よ
る
効
率
的
・
効
果

的
な
施
策
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

・国民健康保険特別会計 ……… １５億８，４３３万円

・老人保健特別会計 ……… ２１億６，４１６万２千円

・介護保険特別会計 …………… １７億７，３６７万円

　（保険事業勘定）

・介護保険特別会計 …………… ２，３８８万１千円

　（サービス事業勘定）

・診療所特別会計 ………… ２億４，４００万２千円

・簡易水道事業特別会計 … ６億８，６０９万８千円

・下水道事業特別会計 …… １４億２，６２６万１千円

・工場団地造成事業特別会計 ……… １，４１５万円

・町営スキー場事業特別会計 … １億３，０２４万円

・水道事業会計

　収益的収入 ……………… １億４，０１６万４千円

　収益的支出 ……………… １億３，０９７万４千円

　資本的収入 …………………… １１億７，７９６万円

　資本的支出 ……………… １２億１，０６３万４千円



４月号　4　5　広報あが

　

行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、

阿
賀
町
行
政
改
革
推
進
本
部
を
設

置
し
、事
務
・
事
業
の
再
編
・
廃
止
・

統
合
、
民
間
委
託
の
推
進
、
適
正

規
模
の
定
員
管
理
、
給
与
体
系
の

見
直
し
に
よ
り
、
積
極
的
に
経
費

の
節
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

住
民
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、

指
定
地
方
行
政
機
関
等
の
識
見
者

に
よ
る
防
災
会
議
を
開
催
し
、
よ

り
良
い
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

計
画
的
な
人
員
削
減
を
行
っ
て

い
く
な
か
で
、
組
織
の
改
編
は
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
阿
賀
町
行
政

機
構
の
最
終
形
を
模
索
す
る
こ
と

と
併
せ
て
段
階
的
に
改
編
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
４

月
１
日
よ
り
、
保
険
年
金
課
の
廃

止
、
商
工
観
光
課
の
設
置
、
教
育

委
員
会
の
一
元
化
を
柱
と
す
る
組

織
の
改
編
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
融
和
と
均
衡
あ
る
発

展
が
極
め
て
重
要
と
考
え
、
合
併

時
の
建
設
計
画
に
あ
る
「
豊
か
な

自
然
・
か
が
や
く
文
化
・
み
ん
な

で
築
く
安
心
の
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
て
、「
町
民
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
調
と
し
、
阿
賀
町
総
合
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
の
で
、
各
種
事
業

の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

は
、
集
落
説
明
会
等
を
開
催
し
、

住
民
が
利
用
し
や
す
い
、
そ
し
て

多
く
の
方
か
ら
加
入
し
て
い
た
だ

け
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
、
事
業

実
施
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

携
帯
電
話
に
つ
い
て
も
、
町
内

に
ま
だ
不
感
帯
地
域
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
解
消
に
向
け
た
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
、
過
疎
化
が
進

む
な
か
、
２
年
後
に
全
国
で
約

７
０
０
万
人
の
団
塊
世
代
が
定
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
町
出
身
の

方
を
中
心
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

を
行
い
、
第
２
の
人
生
を
故
郷
「
阿

賀
町
」
で
住
み
た
い
と
い
う
Ｕ
タ
ー

ン
組
、
リ
タ
イ
ヤ
後
の
生
き
が
い
を

農
業
に
求
め
る
定
年
帰
農
者
な
ど

の
希
望
を
取
り
ま
と
め
、
優
良
田

園
住
宅
等
の
建
設
を
検
討
し
ま
す
。

　

税
の
公
平
性
を
確
保
し
な
が
ら

町
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
徴

収
専
任
の
職
員
を
配
置
し
、
悪
質

な
滞
納
者
に
は
、
厳
正
な
処
分
を

視
野
に
入
れ
た
専
門
的
な
対
応
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
国
民
健
康
保
険
税
と
し
、
年
々

増
加
し
て
い
る
医
療
費
に
対
応
す
る

た
め
、
町
税
と
同
様
、
厳
正
な
徴
収

を
行
い
収
納
額
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

交
通
安
全
の
啓
発
を
積
極
的
に

進
め
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

◆
環
境
衛
生
対
策
◆

　

ご
み
処
理
対
策
に
つ
い
て

は
、
一
般
家
庭
系
の
ご
み
収
集
を

民
間
委
託
し
、
収
集
日
程
を
統
一

す
る
な
ど
、
効
率
的
な
処
理
を
進

め
る
と
と
も
に
、
分
別
収
集
に
よ

る
リ
サ
イ
ク
ル
や
資
源
化
等
を
促

進
し
、
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
対
策
と
し
て

民
間
委
託
に
よ
る
巡
視
や
監
視
等

の
活
動
を
本
年
度
も
引
き
続
き
実

施
し
、
不
法
投
棄
の
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

住
宅
地
域
の
害
虫
駆
除
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
薬
剤
購
入
費
や
消

毒
機
械
の
購
入
に
対
し
て
助
成
を

行
い
、
生
活
環
境
の
改
善
に
努
め

ま
す
。

　

天
満
地
区
の
旧
ご
み
焼
却
施
設

解
体
後
の
跡
地
に
リ
サ
イ
ク
ル
及

び
資
源
ご
み
を
一
時
保
管
し
て
お

く
た
め
の
「
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
」

を
建
設
し
ま
す
。

　

施
設
の
機
械
設
備
等
の
経
年
劣

化
に
対
応
す
る
た
め
、
保
守
点
検

と
所
要
の
修
繕
を
行
う
と
と
も
に
、

施
設
周
辺
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の

環
境
調
査
を
し
な
が
ら
、
適
正
な

管
理
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
制
度
を
見
直
し
、

「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

廃
止
し
て
「
阿
賀
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
と
同

時
に
、
こ
れ
ま
で
介
護
保
険
の
円

滑
な
運
営
の
た
め
に
介
護
予
防
事

業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
き
た

「
介
護
予
防
・
地
域
支
え
あ
い
事
業
」

を
、
平
成
１８
年
度
か
ら
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
「
地

域
支
援
事
業
」
に
移
行
し
、
事
業

の
一
部
は
介
護
保
険
事
業
と
し
ま

す
。

　

新
予
防
給
付
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
平
成
１９
年
度
か
ら

実
施
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
か
ら
好
評
を
得

て
お
り
ま
す
温
泉
無
料
券
の
発
行

に
つ
い
て
は
、
全
町
統
一
的
に
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
発
行

し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
自
立
支
援
法
の

施
行
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
障
害
種

別
ご
と
に
異
な
る
法
律
に
基
づ
い

て
提
供
さ
れ
て
き
た
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、
公
費
負
担
医
療
等
に
つ
い
て

は
、
共
通
の
制
度
の
も
と
で
必
要

と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
的
に
提

供
す
る
仕
組
み
に
変
わ
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
応
能
負
担
か
ら

サ
ー
ビ
ス
量
と
所
得
に
応
じ
た
負

担
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
現
行
の
更

正
医
療
・
育
成
医
療
・
精
神
医
療

の
自
立
支
援
医
療
は
平
成
１８
年
４

月
か
ら
、
施
設
・
居
宅
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
平
成
１８
年
１０
月
か

ら
の
施
行
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
１８
年
４
月
か
ら
「
介
護
予

防
」
と
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

に
重
点
を
置
く
改
正
法
が
全
面
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
社
会
保
障
制

度
の
見
直
し
の
中
で
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
在
り
方
も
検
討
さ
れ
て

お
り
、
４
月
の
改
正
に
よ
り
こ
れ

ま
で
の
措
置
施
設
と
い
う
位
置
付

け
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
の
利
用

可
能
な
施
設
へ
の
転
換
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
町
の
高
齢
者
福
祉
の

一
端
を
担
う
大
切
な
施
設
で
あ
り

ま
す
の
で
、
現
在
入
居
さ
れ
て
い

る
方
々
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
止

め
る
よ
う
検
討
し
、
施
設
運
営
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

多
種
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
た
め
早
朝
・
延
長
保
育

の
導
入
な
ど
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

均
一
化
を
目
指
し
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
を
保
育
す
る
場
と

し
て
は
、
現
在
津
川
地
域
と
三
川

地
域
で
実
施
し
て
い
る「
学
童
保
育
」

を
、
新
た
に
「
阿
賀
町
児
童
ク
ラ

ブ
」
と
し
て
名
称
を
変
更
し
、今
後
、

町
全
域
を
対
象
と
し
て
取
り
組
み

が
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
単
独
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
出
産
祝
金
を
第
１
子

か
ら
贈
る
こ
と
と
し
、
次
の
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
保
護
者
が
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

◆
医
療
提
供
体
制
の
充
実
◆

　

新
潟
県
の
医
療
を
取
り
巻
く
環

境
は
、病
院
経
営
の
慢
性
的
赤
字
、

医
師
確
保
の
問
題
な
ど
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
現
在
、
県
に
お

い
て
は
二
次
医
療
圏
の
見
直
し
作

業
を
進
め
て
い
る
最
中
で
す
。
既

存
の
鹿
瀬
診
療
所
と
診
療
所
み
か

わ
の
診
療
体
制
の
充
実
は
も
ち
ろ

ん
、
休
診
と
な
っ
て
い
る
上
川
診

療
所
の
再
開
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
再
開
に
向
け
た

対
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
医

療
機
関
へ
の
受
診
に
つ
い
て
は
福

祉
バ
ス
の
運
行
及
び
移
送
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
よ
り
引
き
続
き
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
鹿
瀬
・
上

川
地
区
の
「
へ
き
地
巡
回
診
療
」

や｢

訪
問
診
療｣

も
引
き
続
き
県

立
津
川
病
院
の
協
力
の
も
と
実
施

で
き
る
体
制
の
充
実
を
目
指
し
ま

す
。

　

保
険
年
金
課
に
つ
い
て
は
、
担

当
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
、
介

護
保
険
、
老
人
医
療
、
国
民
年

金
の
４
業
務
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
、
税
務
課
、
住
民
課
、
福
祉
保

健
課
に
統
合
し
、
事
務
の
効
率
化

を
図
り
ま
す
。
統
合
後
も
引
き
続

き
、適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営
し
、

被
保
険
者
の
健
康
管
理
と
健
康
増

進
を
図
る
た
め
の
事
業
計
画
を
定

め
、
こ
れ
に
沿
っ
て
的
確
に
運
営

し
、財
政
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

　

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、
平
成
１７
年
度
１
年
間

か
け
て
策
定
委
員
会
で
検
討
し
て

き
た
結
果
、
平
成
１８
年
度
よ
り
保

険
料
の
改
定
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
第
３
期
の
介
護
保

険
事
業
計
画
に
沿
っ
て
、
今
後
は

適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営
し
、
被

保
険
者
の
介
護
予
防
と
適
正
な

サ
ー
ビ
ス
給
付
を
図
る
と
と
も
に

財
政
の
健
全
維
持
に
努
め
ま
す
。

◆
居
宅
介
護
支
援
事
業
◆

　

介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
）

の
早
期
確
保
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス

計
画
事
業
所
へ
の
増
員
要
請
、
ま

た
、
新
規
に
事
業
所
を
開
設
す
る

な
ど
し
て
、
利
用
者
に
支
障
の
な

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

◆
農
業
の
振
興
◆

　

国
の
「
経
営
所
得
安
定
対
策
等

大
綱
」
に
よ
り
農
業
施
策
は
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に

よ
り
制
度
の
周
知
に
努
め
、
認
定

農
業
者
の
育
成
・
確
保
と
集
落
の

創
意
工
夫
に
よ
る
組
織
の
設
立
に

向
け
、
指
導
・
支
援
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
転
作
を
通
し
た
複
合

営
農
へ
の
誘
導
の
た
め
、
助
成
措

置
の
継
続
と
生
産
目
標
数
量
の
地

区
内
・
地
区
間
調
整
の
実
施
に
よ

り
、
農
家
所
得
の
向
上
と
農
業
振

興
を
推
進
し
ま
す
。

　

第
２
期
対
策
の
２
年
目
を
迎
え

る
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

に
つ
い
て
は
、協
定
集
落
４４
集
落
、

対
象
面
積
２
７
３
ｈ
ａ
を
対
象
に

実
施
し
、
農
業
振
興
と
農
地
の
保

全
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
１８
年
産
か
ら
全
面
作
付
け

◆
保
険
年
金
事
業
関
係
◆
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の
予
定
で
工
事
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
表
土
の
確
保
や
町
道
と
の

取
り
付
け
関
係
な
ど
か
ら
、
平
成

１８
年
度
は
１．６
ｈ
ａ
程
の
作
付
け
に

留
め
、
平
成
１９
年
度
か
ら
の
全
面

作
付
け
を
目
指
し
、
引
き
続
き
事

業
を
継
続
し
ま
す
。

　

平
成
１８
年
度
に
農
業
生
産
基
盤

整
備
と
農
村
生
活
環
境
整
備
合
わ

せ
て
３
億
４
千
万
円
余
り
の
総
事

業
費
で
新
規
採
択
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
り
、
全
体
計
画
の
実
施
測
量

設
計
及
び
谷
沢
区
の
営
農
飲
雑
用

水
、
い
わ
ゆ
る
給
水
施
設
整
備
を

実
施
し
、
生
活
環
境
の
改
善
を
図

り
ま
す
。

　

上
川
地
域
の
九
島
頭
首
工
の
機

能
低
下
工
事
に
着
手
し
、
取
水
量

の
安
定
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、津

川
地
域
の
広
沢
頭
首
工
と
三
川
地

域
の
大
谷
頭
首
工
に
つ
い
て
も
調

査
設
計
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

　

全
体
計
画
延
長
８
，
２
６
０
ｍ

を
年
次
計
画
で
整
備
を
進
め
て
お

り
、
平
成
１７
年
度
は
奥
田
地
内
の

法
面
改
良
工
事
が
施
行
さ
れ
、
平

成
１８
年
度
中
に
は
全
面
供
用
開
始

と
な
る
予
定
で
す
。

　

林
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
開

設
と
し
て
県
営
事
業
で
２
路
線
、

国
庫
補
助
事
業
４
路
線
、
舗
装
・

改
良
・
県
単
事
業
で
４
路
線
、
及

び
作
業
道
３
路
線
の
開
設
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
材
の
利
用
拡
大
と
林
業
・

木
材
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
地
域
材
を
使
用
し
た
木
造
家

屋
の
新
築
や
増
改
築
に
対
し
、
製

材
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
、
地

域
材
の
利
用
促
進
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
品
質
確
保
法
が
施
行

さ
れ
、
高
品
質
な
木
材
製
品
が
求

め
ら
れ
る
な
か
で
、
町
内
で
は
既

に
木
材
乾
燥
施
設
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
付
加
価
値
を

高
め
製
品
化
に
向
け
た
生
産
体
制

を
支
援
し
、
市
場
に
町
内
産
杉
と

し
て
出
荷
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用

拡
充
と
素
材
生
産
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。

　

平
成
１８
年
度
も
商
工
会
支
援
事

業
を
は
じ
め
個
人
事
業
主
や
法
人

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
経
営
の

安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
小
企
業
経
営
改
善
資
金
貸
付
事

業
」「
地
方
産
業
育
成
資
金
貸
付

事
業
」
を
、
県
及
び
金
融
機
関
と

連
係
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

阿
賀
町
を
元
気
に
す
る
た
め
に

は
、
交
流
人
口
を
増
や
し
、
阿
賀

町
の
資
源
を
利
用
し
た
観
光
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
対

外
的
な
Ｐ
Ｒ
を
進
め
、
各
地
域
の

観
光
資
源
を
有
機
的
に
活
用
す
る

た
め
、
新
た
に
商
工
観
光
課
を
設

置
し
、
観
光
客
の
増
加
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
観
光
事
業
の
中
心
母

体
で
あ
る
各
地
区
観
光
協
会
も
統

一
化
を
目
指
し
て
お
り
、
更
な
る

活
動
強
化
に
向
け
て
引
き
続
き
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

  

新
潟
県
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト

　

町
道
延
長
は
８
７
１
路
線
、
実

延
長
は
４
２
６
，
５
１
８
ｍ
で
あ

り
、
広
範
囲
の
維
持
管
理
、
交
通

安
全
施
設
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

各
区
か
ら
の
要
望
に
よ
る
道
路
整

備
・
舗
装
・
側
溝
補
修
・
交
通
安

全
施
設
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
町

全
体
の
道
路
状
況
を
見
な
が
ら
年

次
計
画
を
立
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
安
全
で
快
適
な
住
環
境
の
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
１８
年
度
の
道
路
新
設
改
良

等
整
備
計
画
は
、
国
の
補
助
事
業

等
を
活
用
し
、
１６
路
線
の
整
備
を

実
施
し
ま
す
。

　

近
年
、
犯
罪
の
発
生
状
況
は
複

雑
多
様
化
し
、
い
つ
・
ど
こ
で
・

何
が
お
き
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況

で
あ
り
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め

防
犯
灯
を
整
備
し
防
犯
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

　

道
路
除
雪
に
つ
い
て
は
、
除
雪

機
械
及
び
消
雪
パ
イ
プ
施
設
等
を

効
率
的
に
利
用
し
て
冬
期
間
の
町

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
道
路
の
確
保

を
図
り
ま
す
。

　

平
成
１８
年
度
は
、
雪
寒
事
業
に

よ
る
三
川
地
域
に
除
雪
機
械
の
購

入
、
消
雪
パ
イ
プ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業
に
よ
る
津
川
雲
和
田
線
・
後

地
奥
田
線
・
谷
沢
小
花
地
線
の

井
戸
の
掘
替
え
や
消
雪
パ
イ
プ
の

布
設
替
え
を
実
施
し
ま
す
。
津
川

流
雪
溝
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
次

期
の
冬
ま
で
に
完
成
し
、
約
１
，

９
８
９
ｍ
が
供
用
開
始
予
定
、
県

道
の
流
雪
溝
に
つ
い
て
も
同
じ
く

１８
年
の
冬
ま
で
に
完
成
し
、約
１
，

６
８
２
ｍ
が
供
用
開
始
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　

国
道
４９
号
揚
川
改
良
に
つ
い

て
、
平
成
１８
年
１
月
現
在
の
用
地

買
収
進
捗
状
況
は
、
津
川
地
域
側

８５
％
、
三
川
地
域
側
６０
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
１８
年
度
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
赤
岩
ト
ン
ネ
ル
の

着
手
、
溜
池
橋
の
下
部
工
推
進
、

西
高
架
橋
の
下
部
工
着
手
、
西
・

赤
岩
地
区
の
改
良
工
事
と
い
う
計

画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
用

地
買
収
等
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

国
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

克
雪
住
宅
建
設
推
進
事
業
は
住

宅
の
克
雪
化
を
促
進
し
、
雪
国
の

快
適
な
生
活
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

◆
上
水
道
事
業
の
整
備
◆

　

昨
年
度
か
ら
着
手
し
て
お
り
ま

す
城
山
浄
水
場
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
平
成
１８
年
度
に
管
理
棟
の

土
木
・
建
築
及
び
機
械
・
電
気
設

備
工
事
を
実
施
し
、
平
成
１９
年
度

に
場
内
整
備
工
事
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
浄
水
方
法
に
つ
い
て
は
近

年
め
ざ
ま
し
く
普
及
し
て
い
ま
す

膜
処
理
を
計
画
し
、
よ
り
一
層
安

全
な
水
の
供
給
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
配

水
管
整
備
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

工
事
に
併
せ
京
ノ
瀬
・
大
牧
地
区

内
の
配
水
管
の
布
設
替
え
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　

安
心
で
安
全
な
水
の
供
給
を
図

る
た
め
に
適
正
な
維
持
管
理
を
実

施
し
、
懸
案
の
上
川
南
部
簡
易
水

道
の
改
良
工
事
を
平
成
１８
年
度
か

ら
２２
年
度
に
か
け
て
計
画
的
に
実

施
し
ま
す
。
三
川
内
川
地
区
簡
易

水
道
に
つ
い
て
も
、
五
十
沢
・
細

越
・
古
館
の
３
地
区
及
び
ホ
テ
ル

み
か
わ
の
専
用
水
道
を
統
合
整
備

し
、
水
量
・
水
質
と
も
に
安
定
し

た
水
の
供
給
に
努
め
ま
す
。
配
水

管
整
備
に
つ
い
て
は
、
五
十
沢
簡

易
水
道
の
老
朽
管
更
新
事
業
と
し

て
、口
径
１
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

延
長
２
５
０
メ
ー
ト
ル
の
布
設
替

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業
の
整
備
◆

　

公
共
下
水
道
整
備
事
業
は
津
川

処
理
区
の
京
ノ
瀬
区
及
び
大
牧
区

の
管
渠
整
備
工
事
を
実
施
し
、
平

成
１９
年
３
月
末
の
供
用
開
始
を
目

指
し
ま
す
。

　

新
谷
古
岐
地
区
の
処
理
場
外
構

付
帯
工
事
等
の
農
業
集
落
排
水
事

業
は
、
平
成
１８
年
度
で
事
業
完
了

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
三

川
支
所
管
内
で
の
集
合
処
理
す
る

下
水
道
整
備
は
終
了
し
ま
す
。　

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
◆

　

津
川
地
域
で
７
基
、
鹿
瀬
地
域

で
２
基
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
１７
年
の
火
災
件
数
は
５

件
で
、
前
年
と
比
較
し
て
８
件
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
に

入
り
１
件
の
火
災
が
あ
り
、
１
名

の
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま

す
。
火
災
予
防
の
施
策
と
し
て
、

高
齢
者
世
帯
の
住
宅
火
災
に
よ
る

犠
牲
者
を
な
く
す
こ
と
が
大
き
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
に
引
き

続
き
「
住
宅
防
火
対
策
」
を
重
点

的
に
実
施
す
る
た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
等
の
普
及
の
た
め
の
広

報
活
動
を
強
化
し
ま
す
。
さ
ら
に

高
齢
者
世
帯
の
防
火
診
断
を
実
施

し
、
住
宅
火
災
の
未
然
防
止
に
努

め
る
と
と
も
に
、
町
民
を
対
象
に

し
た
初
期
消
火
訓
練
・
防
火
講
話
・

防
火
訓
練
や
広
報
や
防
火
チ
ラ
シ

等
を
通
じ
て
防
火
思
想
の
普
及
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
１７
年
の
救
急
件
数
は

９
８
３
件
、
搬
送
人
員
は
９
７
５

人
と
な
り
前
年
比
で
救
急
件
数

と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

「
狐
の
嫁
入
り
行
列
」
つ
い
て
は
、

本
年
も
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と

も
に
、
鹿
瀬
温
泉
「
赤
湯
」
並
び

に
あ
す
な
ろ
荘
温
泉
施
設
の
改
修

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◆
第
３
セ
ク
タ
ー
・
公
社
見
直
し
◆

　

清
川
高
原
保
養
セ
ン
タ
ー
を
運

営
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
開
発
公

社
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
財
団
法
人

と
い
う
形
で
は
経
営
が
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
公
社
の
抜
本

的
な
経
営
改
革
を
図
る
た
め
、
他

の
出
資
法
人
と
実
質
的
な
経
営
統

合
を
行
い
公
益
法
人
か
ら
営
利
法

人
へ
転
換
を
実
施
し
ま
す
。今
後
、

よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経

営
の
合
理
化
を
進
め
る
た
め
、
鹿

瀬
地
域
の
「
奥
阿
賀
観
光
株
式
会

社
」
と
合
併
し
、
４
月
１
日
よ
り

新
た
に「
奥
阿
賀
観
光
株
式
会
社
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

補
助
金
は
耐
雪
式
、
融
雪
式
、
落

雪
式
等
で
克
雪
住
宅
部
分
の
工
事

費
を
対
象
に
５０
万
円
を
限
度
に
補

助
を
行
う
も
の
で
あ
り
雪
国
の
快

適
な
生
活
を
増
進
す
る
た
め
に
も

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

津
川
地
域
の
後
地
住
宅
は
、
老

朽
化
が
進
み
入
居
者
に
不
便
を
き

た
し
て
い
る
と
同
時
に
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
町
道
に
駐
車

し
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度

よ
り
単
身
者
用
住
宅
２
棟
、１６
戸
、

世
帯
用
住
宅
５
棟
、
２０
戸
を
平
成

２１
年
度
ま
で
に
建
設
す
る
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。
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平
成
１８
年
度
は
鹿
瀬
地
域
で
最

後
と
な
る
当
麻
集
落
の
集
会
所
を

整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

当
麻
集
落
に
は
日
出
谷
駅
が

あ
り
、
平
成
１１
年
か
ら
運
行
し
て

い
る
Ｓ
Ｌ
の
停
車
駅
と
い
う
こ
と

で
、
今
後
は
集
会
施
設
の
整
備
に

よ
り
観
光
と
一
体
と
な
っ
た
利
活

用
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
瀬
区
の
住
民
が
集
う
農
村

公
園
に
遊
具
を
設
置
し
、
自
宅
で

居
る
こ
と
が
多
い
現
代
の
子
ど
も

た
ち
に
、
屋
外
で
遊
ぶ
こ
と
の
楽

し
さ
や
友
達
と
の
連
帯
感
を
い
だ

け
る
よ
う
な
場
を
確
保
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
を
図
り
ま

す
。

　

多
様
化
す
る
国
際
社
会
の
な
か

で
、
国
際
的
視
野
を
持
っ
た
積
極

的
で
協
調
性
豊
な
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
す
。
平

成
７
年
度
よ
り
旧
三
川
村
と
山
形

県
三
川
町
と
の
友
好
町
村
活
動
と

し
て
実
施
し
て
い
る
国
際
交
流
事

業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
実
施

事
業
と
し
て
平
成
１６
年
度
よ
り
継

続
し
て
き
た
五
十
沢
地
区
の
公
園

山
整
備
と
、「
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
実
現
事
業
」
に
お
け
る
綱
木
地

区
の
田
草
刈
体
験
、
稲
刈
体
験
、

収
穫
祭
や
い
な
虫
送
り
な
ど
の
体

験
型
交
流
事
業
が
３
年
間
の
実
施

期
間
の
最
終
年
度
を
向
か
え
、
事

業
が
完
了
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
特
色
を

活
か
し
、
自
ら
の
力
で
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
む
活
動
に
対
し
て

は
、
最
大
限
の
支
援
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

集
落
が
所
有
し
て
い
る
集
落
集

会
施
設
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
の

残
存
価
格
を
参
考
に
し
て
町
が
購

入
し
、
施
設
の
町
有
化
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
残
存
価
格
の
基
準
日

に
つ
い
て
は
、
合
併
し
た
平
成
１７

年
４
月
１
日
と
し
ま
す
が
、
町
全

体
で
は
該
当
施
設
が
相
当
数
に
上

り
ま
す
の
で
、
財
源
調
整
を
し
な

　

平
成
１８
年
度
の
主
な
施
設
整

備
と
し
て
、
津
川
小
学
校
耐
震
診

断
、
七
名
小
学
校
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
工
事
、
上
川
中
学
校
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
工
事
、
三
川
中
学
校
屋
上

防
水
工
事
、
三
川
中
学
校
体
育
館

耐
震
診
断
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

が
ら
３
年
程
度
の
年
次
計
画
で
取

り
組
み
ま
す
。

　

町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
と
い

う
崇
高
な
使
命
を
担
う
消
防
防
災

活
動
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ

り
、
活
動
に
伴
う
施
設
に
つ
い
て

も
、
年
次
計
画
に
よ
り
整
備
を
進

め
、
各
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
施

設
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ふ

る
さ
と
祭
り
」
を
初
め
と
す
る
恒

例
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
今
年
も
継

続
し
て
実
施
し
ま
す
。

◆議会運営費 ………………………… 8,044 万円
　（議員報酬、会議録作成委託料など）

総務関係
◆区長連絡員費 ……………………… 3,136 万円
◆集会施設建物購入費 ……………… 1,600 万円
◆地域づくり活性化支援事業 ………… 300万円
　（集落や地域住民の地域づくり活動に対する補助金）
◆ふるさとまつり開催事業 …………… 815万円
　（鹿瀬地域・上川地域のふるさとまつりの実施）
◆集落集会施設整備 ………………… 9,011 万円
　（当麻集落集会施設建築）
◆生活交通確保対策事業 …………… 5,172 万円
　（路線バス等の運行費補助金）
◆一般電算管理費 ……………… 1億 6,556 万円
　（電算システム保守点検委託料　等）

◆社会福祉協議会助成事業 ………… 5,750 万円
　（社会福祉協議会運営費補助）
◆在宅介護支援センター管理運営費 … 3,031 万円
◆高齢者生活支援ハウス管理運営費 … 2,605 万円
◆重度心身障害者医療費助成事業 … 2,542 万円
◆施設訓練等支援費事業 ………… 1億 548 万円
　（知的・身体障害者施設訓練等支援　等）
◆居宅生活支援費事業 ……………… 2,486 万円
◆一般老人福祉費 …………………… 6,833 万円
　（長寿祝い金・寝たきり老人等在宅介護手当て　等）
◆敬老会開催事業 …………………… 1,688 万円
◆介護予防・地域支えあい事業 …… 5,827 万円
　（各種介護予防事業委託料　等）

◆一般児童福祉費 …………………… 3,759 万円
　（出産祝い金・通園バス運行委託料　等）
◆児童手当支給費 …………………… 8,395 万円
◆幼児医療費助成事業 ……………… 1,646 万円
◆老人保健事業 ……………………… 2,821 万円
　（基本健康診査の実施　等）
◆予防接種事業 ……………………… 2,025 万円
◆各種がん検診事業 ………………… 2,748 万円

◆循環型社会形成推進事業 ………… 2,156 万円
　（ストックヤード整備工事）
◆ごみ処理対策事業 …………… 1億 1,668 万円
　（ごみ収集業務委託料　等）
◆阿賀町クリーンセンター管理運営費 … 1 億 6,274 万円
◆阿賀町エコパーク等管理運営費 … 4,281 万円
◆阿賀町汚泥再生センター管理運営費 … 1 億 4,131 万円

◆城山浄水場整備事業 ………… 11 億 3,995 万円
◆簡易水道施設整備事業 ……… 3億 9,000 万円
◆津川地区公共下水道整備事業 … 2 億 9,242 万円
◆鹿瀬地区特定環境保全公共下水道整備事業 …  1,526 万円
◆新谷古岐地区農業集落排水施設整備事業 …     1,022 万円
◆合併処理浄化槽推進事業 ………… 1,074 万円
　（合併処理浄化槽設置整備事業補助金　等）
◆鹿瀬地区個別排水処理施設整備事業 … 321 万円

◆水田農業構造対策円滑化事業 …… 2,955 万円
　（産地づくり推進助成金　等）
◆中山間地域等直接支払事業 …………3,997万円

◆農林水産業総合振興事業 ………… 5,537 万円
　（押手区多目的集会施設建築・深戸ライスセ
　　ンター整備事業補助金　等）
◆農地防災事業 ……………………… 3,386 万円
　（県営農地防災事業・河川工作物応急対策事
　業負担金　等）
◆森林整備地域活動支援対策交付金事業 … 3,050 万円
◆森林居住環境整備事業 ……… 1億 4,803 万円
　（林道根元山線・アクセス林道実川線・実川
　渓谷森林公園整備　等）
◆木材処理加工施設整備事業 ……… 3,750 万円
◆広域基幹林道事業 ………………… 2,032 万円
◆間伐等森林整備促進対策事業 …… 3,991 万円
　（基幹作業道大滝沢線開設）
◆森林環境保全整備事業 ……… 1億 1,091 万円
　（林道行地五十沢線・深戸花立線開設）

◆一般商工業振興費 ………………… 2,368 万円
　（商工会補助金・各種貸付金　等）
◆地方産業育成資金貸付事業 ……… 3,020 万円
◆一般観光費 ………………………… 5,146 万円
　（観光協会・狐の嫁入り実行委員会補助金　等）

◆県営事業負担金 …………………… 3,066 万円
　（県営道路事業負担金　等）
◆道路新設改良事業 ………………… 2億 80万円
◆道整備交付金事業 …………… 6億 2,079 万円
◆緊急地方道路整備事業 …………… 8,716 万円
◆除排雪対策経費 ……………… 2億 6,636 万円

◆克雪住宅建設推進事業 …………… 1,950 万円
　（克雪住宅建設資金貸付金預託金　等）
◆町営住宅建設事業 ………………… 5,522 万円
◆やすらぎの大地整備事業 ………… 3,010 万円
　（広谷川公園整備工事）

◆一般常備消防費 …………………… 2,722 万円
　（消防署運営に係る費用）
◆消防団運営費 ……………………… 5,633 万円
◆非常備消防施設整備事業 ………… 1,343 万円
　（消火栓・ホース乾燥等の整備）

◆三川中学校屋上防水工事 ………… 1,231 万円
◆七名小学校体育館アスベスト除去工事 … 4,074 万円
◆上川中学校アスベスト除去工事 … 1,160 万円
◆心の健康教育・いじめ対策事業 ……… 91 万円
◆適応指導教室設置事業 ……………… 155 万円
◆外国語指導助手招致事業 ………… 1,684 万円

◆郡史編さん事業 …………………… 2,265 万円
◆遺跡発掘調査費 ……………………… 489万円
◆津川B&Gプール改修工事 ………… 6,006 万円
◆新潟国体準備事業 …………………… 131 万円
◆麒麟橋下流地域整備事業 …… 1 億 4,030 万円

◆町債償還元金 ………………… 22 億 9,401 万円
◆町債償還利子 ………………… 4億 1,078 万円

　

１
５
６
件
の
増
、
搬
送
人
員
で

１
６
０
人
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
原
郷
病
院
へ
の
搬
送
が
津
川

病
院
に
次
い
で
多
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
当
該
病
院
の
緊
急
受
け
入
れ

態
勢
の
縮
小
に
よ
り
、
影
響
を
受

け
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

救
急
救
命
士
の
救
命
措
置
範
囲

の
拡
大
に
伴
い
、
新
た
に
救
急
救

命
士
１
名
を
薬
剤
投
与
の
研
修
会

に
派
遣
し
ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県

消
防
学
校
で
は
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
気
管
挿
管
と
薬
剤
投
与
を
一

体
化
し
た
科
目
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
当
消
防
本
部
か
ら
１
名

の
救
急
救
命
士
の
研
修
派
遣
を
予

定
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
救
急
救

命
士
の
生
涯
教
育
と
し
て
新
潟
市

民
病
院
等
に
派
遣
し
、
救
急
隊
員

の
資
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

近
年
、
様
々
な
災
害
に
対
応
す

べ
く
「
危
機
管
理
」
体
制
の
確
立

が
叫
ば
れ
て
い
る
な
か
、
全
国
レ

ベ
ル
、
県
レ
ベ
ル
の
大
規
模
災
害

に
対
処
で
き
得
る
消
防
職
員
の
育

成
に
努
め
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
職
員
の
専
門
知

識
と
技
能
を
さ
ら
に
磨
き
、
住
民

の
安
心･

安
全
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
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動
を
通
じ
て
よ
り
豊
か
で
魅
力
の

あ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
生

活
に
身
近
な
情
報
等
に
つ
い
て
の

講
座
な
ど
も
新
た
に
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
、各
種
事
業
に
小
・

中
・
高
校
生
と
成
人
・
高
齢
者
と

の
「
世
代
間
交
流
」
と
い
う
要
素

を
充
実
さ
せ
、
世
代
を
超
え
た
交

流
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
校
生
を
対
象
と
し
た
、「
公

民
館
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
の

活
動
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、
町

の
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を
進

め
る
と
と
も
に
、
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
活
動
、
読
書
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

　

当
町
に
は
、
多
く
の
国
・
県
指

定
文
化
財
及
び
町
指
定
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。

　

１８
年
度
は
、
１７
年
度
に
引
き

続
き
国
指
定
文
化
財
の
「
野
中
ザ

ク
ラ
」「
将
軍
杉
」
の
樹
勢
回
復

事
業
の
実
施
、「
平
等
寺
薬
師
堂
」

の
屋
根
葺
替
工
事
な
ど
の
保
護
事

業
を
実
施
し
、
貴
重
な
町
内
の
文

◆
生
涯
学
習
の
推
進
◆

　

「
町
づ
く
り
は
、
人
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
し
た
生
涯
学
習
活

　

町
内
の
学
齢
児
童
生
徒
数
の
減

少
や
阿
賀
黎
明
中
学
校
の
設
置
な

ど
の
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
、

各
中
学
校
と
も
３
〜
４
学
級
の
小

規
模
校
と
な
り
ま
し
た
。
町
で
は

学
校
適
正
規
模
検
討
会
議
を
立
ち

上
げ
、
小
・
中
学
校
の
保
護
者
及

び
学
校
評
議
員
の
方
々
を
対
象
に

「
中
学
校
の
学
校
規
模
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
も
と
に
、
中
学
校
単
位
で
保

護
者
等
と
懇
談
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

  

今
後
、
こ
の
懇
談
会
で
の
意
見

を
集
約
し
て
、
学
校
適
正
規
模
検

討
会
議
な
ど
で
慎
重
に
議
論
を
行

い
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
統

合
を
進
め
て
児
童
・
生
徒
が
楽
し

く
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　歳入歳出補正予算額 …………… １億５，８３２万円
　歳入歳出予算総額 ……… １８１億８，８６４万３千円

　歳入歳出補正予算額 …………… １，４７２万１千円
　歳入歳出予算総額 …………… ２０億９６万７千円
●
　歳入歳出補正予算額 ……… １億４，１３２万７千円
　歳入歳出予算総額 ………… ２５億７，０００万２千円
●平成１７年度阿賀町介護保険特別会計（保険事業勘
　定）補正予算（第３号）
　歳入歳出補正予算額 ………………… ４，５６３万円
　歳入歳出予算総額 ………… １６億９，０３９万６千円
●平成１７年度阿賀町簡易水道事業特別会計補正予算
　（第５号）
　歳入歳出補正予算額 ………… ▲２，２３８万２千円
　歳入歳出予算総額 ………… １４億３，１４１万３千円

　歳入歳出補正予算額 ………… ▲８，７６８万３千円
　歳入歳出予算総額 …………… ２１億７，８０７万円

　歳入歳出補正予算額 ………… ▲４９６万４千円
　歳入歳出予算総額 ………… １億３，１８６万７千円

　収益的収入（水道使用料等）
　補正予算額 …………………… ▲６７４万２千円
　収益的収入予算総額 ……… １億３，８６３万５千円
　収益的支出（職員関係費、各施設諸経費等）
　補正予算額 ……………………… ▲１８７万７千円
　収益的支出予算総額 ……… １億２，２３７万１千円
　資本的収入（国庫補助金、企業債借入金等）
　補正予算額 …………………… ▲２，２３５万４千円
　資本的収入予算総額 ……… ６億４，２５６万７千円
　資本的支出（各施設の工事費、企業債償還金等）
　補正予算額 …………………… ▲１，９７６万３千円
　資本的支出予算総額 ……… ６億７，８９７万２千円

　　保険年金課を廃しその業務が税務課・住民
　課・福祉保健課に統合され、新たに商工観光
　課が設置されました。

　　阿賀町教育委員会委員に渡部一寛さん（当
　麻区）が任命されました。

　　阿賀町監査委員に石川太一さん（粟瀬区）
　が選任されました。

化
遺
産
の
保
護
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
文
化
財
の
調
査
・
保
存

体
制
の
充
実
、
文
化
財
の
公
開
・

活
用
を
進
め
、
文
化
や
伝
統
を
後

世
に
語
り
伝
え
る
た
め
、
郷
土
の

歴
史
・
伝
統
芸
能
・
民
俗
資
料
等

の
保
存
収
集
を
図
り
、
各
資
料
館

の
展
示
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
東
蒲
原

郡
内
各
地
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い

る
歴
史
資
料
を
調
査
・
収
集
し
、

各
時
代
・
テ
ー
マ
ご
と
に
編
さ
ん

作
業
を
進
め
、
東
蒲
原
郡
の
歴
史

を
後
世
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。
な

お
、
第
４
巻
「
近
世
三
」
は
、
平

成
１８
年
度
中
に
刊
行
の
予
定
で
す

が
、
他
の
巻
に
つ
い
て
も
刊
行
計

画
に
基
づ
き
、
編
さ
ん
作
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
◆

　

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

対
応
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
年

齢
や
体
力
に
応
じ
て
生
涯
に
わ
た

り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
健
康
の

保
持
増
進
が
で
き
る
よ
う
に
体
育

協
会
や
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
「
融
和
」
を
目
指

し
、
積
極
的
な
交
流
・
親
睦
を
図

れ
る
よ
う
な
大
会
、教
室
の
企
画
・

運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
１８
年
度
は
津
川
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
改
修
工
事
を

実
施
し
、
施
設
の
安
全
面
の
強
化

を
図
る
と
同
時
に
、
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

平
成
２１
年
度
新
潟
国
体
の
ボ
ー

ト
競
技
の
開
催
地
と
し
て
、
ソ
フ

ト
面
及
び
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
既
存
の
国

民
体
育
大
会
阿
賀
町
準
備
委
員
会

を
改
組
し
、
１８
年
度
は
国
民
体
育

大
会
阿
賀
町
実
行
委
員
会
を
設
立

し
て
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
町
民
各
界
各
層
の
皆
様
は
も

と
よ
り
県
国
体
準
備
室
、
県
ボ
ー

ト
協
会
、
町
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体

等
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
町

全
体
で
一
層
活
性
化
し
た
開
催
準

備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
現
在
実
施
し
て
い
る
「
ジ
ュ

ニ
ア
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
へ
の
参
加

を
引
き
続
き
町
内
の
小
・
中
学
生

か
ら
募
集
し
、
国
体
に
照
準
を
合

わ
せ
た
選
手
の
強
化
育
成
を
目
的

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
平
成
１７
年

度
に
国
体
の
開
催
に
併
せ
た
麒
麟

橋
下
流
地
域
整
備
基
本
構
想
が
樹

立
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ボ
ー
ト
競

技
の
会
場
周
辺
の
条
件
整
備
を
図

り
、
万
全
な
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
に
着
手
し
ま
す
。
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新
発
田
イ
ワ　

神
田
な
な
子　

石
井
い
き
子　

阿
部
道
子

阿
部
真
知
子　

阿
部
邦
子　

小
林
美
恵
子　

加
藤
麻
理
子

斎
藤
勇
斗

上
田
宏
幸

伊
藤
美
紀 

保　

清
野
弥
生 

保　

遠
藤
め
ぐ
み 

保　

山
田
郁
子 

保

安
部
幸
作　

鈴
木
香
織　

清
野　

哲　

遠
藤
雄
樹

五
ノ
井
弘
子　

後
藤
マ
リ
子　

中
原
桂
子　

伊
藤
知
恵

土
屋
恵
美　

清
野
け
え
子

清
田
俊
明　

近
藤
秀
樹　

阿
部
香
織　

土
屋
朋
弘

皆
川
正
裕　

長
谷
川
隆　

清
野
和
也

天
野
フ
ミ
子　

渡
部
秀
子　

見
物
と
も
子　

皆
川
京
子

関
塚
久
子　

伊
藤
文
子　

清
田
里
英　

高
橋
悦
子

堀
恵
美
子

江
花
一
実　

渡
部
繁
人　

長
谷
川　

進　

斎
藤
進
悟

清
田　

亮

　

佐
々
木
恵　

長
谷
川
直
美　

斎
藤
洋
美

波
田
野
清
江　

江
花
公
子　

渡
部
ひ
さ
え　

渡
部
貴
子

田
部
典
子

大
竹
広
子　

藤
安
ま
ゆ
み 

保　

伊
藤
新
子 

保

神
田
よ
り
子

山
田
ユ
ウ
子　

杉
崎
光
代　

伊
藤
卓
子　

清
野
よ
ね
子

渡

部

照

子

関　

亮
子　

五
十
嵐
真
理　

清
田
寛
子

遠

藤

道

子

大

堀

き

ぬ

加
藤
イ
ク
子　

石
田
こ
ず
え　

加
藤
幸
子　

真
田
ま
り
子

庄
司
一
美　

伊
藤
光
子

長
谷
川
チ
ヨ
子

猪　

洋

子

伊
藤
淳
子　

渡
部
み
つ
え

坂
井
美
智
子

清
野
美
智
子

大

江

修

逸

阿

部

義

照

　

斎
藤
ク
ニ
子

　

石
川　

久
作

佐
藤
博
行　

阿
部
有
一　

讃
岐
正
嗣　

波
田
野
敏
彦

江
花　

仁　

中
島　

龍　

猪　

周
一

若
狭
孝
之　

加
藤　

聡　

徳
永　

拓　

清
田
英
樹

清
野
和
幸

　

伊
藤　

東
一

　

波
田
野　

博

薄　

友

一

清

野

康

弘

　

金
子　

健
一

　

酒
井　

新
一

後
藤
勝
子　

阿
部
登
志
子

杉
崎
利
枝
子

　

長
谷
川
辰
英

企
画
課

課
長　

徳
田　

修
家

吉
田
佳
子　

長
谷
川
浩
一　

石
井
孝
之　

長
谷
川
良
子

渡
部
沙
知　

五
十
嵐
憲
一　

波
多
野
高

清
田
友
美　

渡
辺
和
志　

江
川
和
也

渡

辺

弘

子

野

村

秀

樹

真

田

政

弘

渡

部

和

茂

折
笠
泰
二（
兼
）

神

田

一

秋

阿

部

時

也

税
務
課

課
長　

稲
生　

幾
二

　

斎
藤　

義
男

　

斎
藤　

修
平

長
谷
川
八
恵
子

神

田　

学

佐
藤
フ
ミ
子

佐
藤
美
和
子

伊

藤

美

枝

清
野
ナ
ツ
子

　

渡
部　

文
彦

　

折
笠　

泰
二

　

山
本　
　

勉

　

遠
藤　
　

修

住
民
課

課
長　

杉
崎　
　

勉

遠
藤
千
恵　

斎
藤
雄
二

清
野
郁
男　

波
田
野
和
明

長
谷
川
勝
敏

渡
部
眞
理
子　

斎
藤
む
つ
子　

長
谷
川
昭
子　

長
谷
川
文

清
野
奈
穂
美　

長
谷
川
真
由
美　

清
田
忠
幸　

猪　

広
美

五
十
嵐
伸
二　

大
江
健
一　

長
谷
川
繁

長
谷
川
豊　

清
田
晴
美

猪
俣
泰
博　

猪
俣　

修　

山
崎　

敦　

中
村
由
美

稲
生
一
樹　

宮
腰　

直

伊
藤
林
太
郎　

森
山
美
香

波
田
野
由
美
子　

杉
崎
智
則　

伊
藤
礼
子

井
上
也
寸
志

佐
藤
文
子　

宮
沢
由
佐
子　

鈴
木　

勉　

清
野
貴
子

加
藤
大
樹

長
谷
川
秀
行　

玉
木
英
人　

近
野
孝
子

斎
藤
紀
子

渡
部
輝
男（
兼
）

斎
藤
修
平（
兼
）

阿

部　

勉

佐
藤
和
之

　

渡
部　

輝
男

斎
藤
啓
司　

佐
藤
信
子　

小
川
美
奈
子　

村
山　

渚

皆
川
文
子　

羽
生
繁
美　

武
藤
義
仁

石
川
孝
子　

飯
岡
裕
子 

保　

渡
部
由
紀 
保

大
堀
靖
子　

長
谷
川
春
樹　

猪
俣
千
春　

武
藤
秀
子

仮
名
マ
ユ
ミ　

佐
藤
由
起
子　

猪
俣
元
子　

井
黒
知
広

江
花　

至（
兼
）

　

横
山　

一
磨

佐
藤
信
彦　

斎
藤
由
香
理　

佐
藤
高
博　

渡
辺
拓
巳

清
野
千
晶

村

岡　

亨

関
　

仁



４月号　14　15　広報あが

清
野　

隆　

吉
村
幸
則

伊
藤
郡
一 

再　

渡
部
和
雄 

再

八
代
真
樹　

伊
藤
麻
里
子

長
谷
川
由
美 

保　

本
間
芙
美
子 

保

鈴
木
恵
子　

井
上
美
津
子　

清
田
尚
子

長
谷
川
博
美 

保　

杉
﨑
陽
子 

保　

田
中
陽
子 

保

渕
田
一
成　

宮
澤　

敦　

越
中
早
苗

澤
野
直
也　

波
田
野　

篤　

長
谷
川
洋
一

阿

部

誠

二

井
黒
知
栄　

井
田
弘
子　

加
藤
洋
幸　

山
田　

修
（
指
導
主
事
）

長
谷
川
善
一
郎　

酒
井
昌
幸　

長
谷
川
秀
一

小
川
公
一　

波
田
野
主
大　

皆
川
吉
幸　

斎
藤
正
志

長
谷
川　

満　

長
谷
川　

隆　

波
田
野
和
洋

斎

藤

祐

之

山

口

勝

男

松
野
久
子

石
川
京
子　

小
原
礼
子

杉
崎
勝
多

清
田
康
弘

清
野
キ
ヨ
イ

松
尾
加
世
子

石
川
良
子

渡
辺
沙
織

神

田

久

利

稲
生
久
美　

森
山
竜
大

長
谷
川
康
之　

伊
藤　

隆

飛
田
野
小
百
合　

西
川
利
之

遠
藤　

佐　

石
川
憲
明　

阿
部
泰
之

伊
藤
久
栄（
兼
）

清
野
哲
弥　

三
留　

弘　

清
田
勇
也

石

田

一

美

新
國
賢
一　

石
川
好
子

斎

藤

春

子

斎
藤
淳
一

渡
部
直
人　

伊
藤　

亮

大
舘
行
紀

杉
山
正
樹　

川
ノ
口
雅
章

石
田
一
美
（
兼
）

　

伊
藤　

久
栄

　

波
田
野
正
博

　

二
瓶
俊
太
郎

伊
藤
孝
志　

庄
司
理
恵

伊
藤
純
一　

安
澤
周
一
郎　

長
谷
川
大
志　

酒
井
一
彦

阿
部
淳
男

阿
部　

繁

五
十
嵐
久
子　

阿
部　

香

二
瓶
哲
文　

猪　

和
幸

長
谷
川
庄
栄　

斎
藤
雅
彦

長
谷
川
陽　

伊
藤
忠
史

渡
部
京
子　

渡
部
久
美
子　

江
川
里
加

長
谷
川
伸　

加
藤
和
重　

坂
井
美
佐
江　

渡
辺
宗
貴

星　

利

昭

浅
田　

和
子

渡
部
一
知

長
谷
川
恵
子

清

田

義

彦

清
田
和
実

渡
部
秀
一

渡
部
雅
知

清
野
直
子　

長
谷
川
千
江

伊

藤

タ

カ

高
尾
仁
朗

佐
藤
千
代
子　

清
田
公
一　

伊
藤
な
お
み　

飛
田
野
一
成

波
田
野
み
い
こ

長
谷
川
忠
市

石

川　

聡

長
谷
川
常
治

長
谷
川
直
人　

土
屋　

清　

阿
部　

悟

伊
藤
裕
一

権

瓶

佳

子

長
谷
川
春
男

古
山
義
成

佐
藤
圭
一

野
﨑
三
喜
男　

杉
崎
則
夫　

阿
部
広
志　

清
野　

司　

矢
口
泰
子

後
藤
栄
一　

波
田
野
善
弥　

猪　

将
司　

井
上
洋
孝　

皆
川
賢
大

杉

崎

健

一

山

田　

功

二

瓶

武

士

渡
部
康
一
郎　

佐
藤
秀
行

渡

部

寛

一

伊
藤
金
市　

伊
藤　

悟　

石
川
広
文　

伊
藤
広
樹　

二
宮
典
明

斎

藤　

望

寺
久
保
幹
男　

伊
藤　

忍　

金
澤　

浩　

清
野
健
治　

加
藤
友
則

遠
藤
巳
喜
雄

　

神
田　
　

啓

渡

部　

学

清
田　

辛　

広
瀬
勝
直　

皆
川
幸
一
郎

吉

田

政

喜

　

長
谷
川
澄
男

伊
藤
タ
カ（
兼
）

阿
部
正
人　

斎
藤
洋
美

杉
崎
弥
寿
男　

宿
屋
憲
治

高
松　

仁 

再　

伊
藤
伝
次 

再　

石
山
一
栄 

再

斎

藤　

護

伊

東

正

男



４月号　16　17　広報あが

　

主
任　

皆
川　

文
子

主
任　

羽
生　

繁
美

主
任　

武
藤　

義
仁

保
健
師　

田
中　

陽
子

保
健
師　

渡
部　

由
紀

校 長 牛　腸　信　夫 新潟市立東山の下小学校 校 長 木　村　　　照 五泉市立五泉南小学校

教 諭 羽　賀　元　末 阿賀野市立分田小学校 教 諭 小　出　秀　彌 五泉市立川東小学校

教 諭 長谷川　和　子 五泉市立川内小学校（教頭） 教 諭 小樋山　寿　幸 五泉市立五泉南小学校

教 諭 山　口　礼　子 阿賀町立三郷小学校 教 諭 渡　部　亜　希 長岡市立越路小学校

教 諭 石　塚　晃　一 胎内市立きのと小学校 教 諭 廣　瀬　智　子 阿賀町立上条小学校

主 任 花　澤　敏　子 阿賀野市立堀越小学校 教 諭 山　上　貴　子 三条市立一ノ木戸小学校

教 諭 丸　山　裕　輔 県立生涯学習推進センター（社会教育主事） 主 事 渡　辺　勝　行 五泉市立五泉東小学校

校 長 前　田　　　均 長岡市立上小国小学校 校 長 速　水　　　紳 新発田市立住吉小学校（教頭）

教 諭 根　谷　厚　子 阿賀町立鹿瀬小学校 教 諭 川　内　美樹子 新潟市立亀田東小学校

教 諭 柾　木　寿美子 新発田市立住吉小学校 教 諭 山　口　礼　子 阿賀町立津川小学校

教 諭 茂　野　正　明 県総合政策部県民スポーツ課（主任） 教 諭 市　島　　　悟 見附市立葛巻小学校

教 頭 小　川　裕　巳 新潟市立曽根小学校 教 頭 川　崎　慶　治 県総合政策部県民スポーツ課（主任）

教 諭 井　島　　　薫 阿賀野市立水原小学校 教 諭 根　谷　厚　子 阿賀町立三郷小学校

養護教諭 齋　藤　映　子 五泉市立十全小学校 主 任 清　野　由　美 阿賀町立日出谷小学校

主 事 髙　山　拓　也 佐渡市立金井小学校 補助教員 宮　村　　　徹

教 頭 田　崎　清　司 新発田市立紫雲寺小学校 教 頭 長谷川　　　豊 新潟市教育委員会（指導主事）

主 任 清　野　由　美 阿賀町立鹿瀬小学校 主 事 安　達　竜　哉 新 採 用

教 頭 上　田　正　典 新発田市立住吉小学校 教 頭 長　尾　嘉　博 新潟市立大鷲小学校（教諭）

教 諭 伊　藤　琢　弥 新潟市立南万代小学校 教 諭 笠　間　朋　子 阿賀町立西川小学校

教 諭 廣　瀬　智　子 阿賀町立津川小学校 教 諭 長谷川　　　覚 胎内市立きのと小学校

養護教諭 大　橋　千　春 長岡市立寺泊小学校 養護教諭 大　塚　朋　美 新 採 用

教 諭 笠　間　朋　子 阿賀町立上条小学校 教 諭 三　浦　　　隆 聖籠町立山倉小学校

教 諭 高　松　　　豊 五泉市立橋田小学校 教 諭 渡　部　武　志 長岡市立与板小学校

教 諭 浅　田　雅　治 新潟市立大鷲小学校 教 諭 斎　藤　恵美子 田上町立羽生田小学校

主 事 安　井　清　夏 新 採 用

校 長 日　諸　博　美 新潟市教育委員会（指導主事） 校 長 唐　沢　哲　也 新潟市立鳥屋野小学校（教頭）

教 諭 坂　井　　　博 新潟市立根岸小学校 教 諭 坂　井　　　進 新潟市立木崎小学校

教 諭 小　林　　　武 新潟市立巻北小学校 教 諭 齋　藤　俊　典 三条市立大面小学校

教 諭 佐　藤　素　之 新潟市立木崎小学校 養護教諭 大　竹　裕　子 五泉市立村松東小学校

養護教諭 佐々木　晴　美 阿賀野市立神山小学校

教 諭 三　膳　　　章 新潟市立関屋中学校 教 諭 齋　藤　正　儀 新潟市立白根北中学校

教 諭 佐　藤　　　浩 阿賀野市立水原中学校 教 諭 杉　崎　　　隆 上越市立城北中学校

教 諭 牧　野　正　明 新潟市立東石山中学校 教 諭 和　泉　哲　章 新潟市立東新潟中学校

教 諭 長谷川　直　紀 荒川町立荒川中学校 教 諭 杵　鞭　信　幸 聖籠町立聖籠中学校

教 諭 嵯峨谷　理　恵 三条市立第二中学校

教 諭 本　間　寛　之 新潟市立小新中学校 教 諭 白　井　美　英 新潟市立内野中学校

校 長 猪　狩　敏　男 南魚沼市立大巻中学校 校 長 伊　藤　信　良 新潟市立新関中学校

教 頭 太　田　三　平 新潟市教育委員会（指導主事） 教 頭 五十嵐　喜代春 新発田市立第一中学校（教諭）

教 諭 保　倉　裕　治 新潟市立黒埼中学校 教 諭 星　野　　　薫 魚沼市立広神中学校

校 長 青　山　隆　一 下越教育事務所（管理主事） 校 長 加　藤　　　久 佐渡市立真野中学校（教頭）

教 諭 浪　花　健　一 佐渡市立真野中学校（教頭） 教 諭 長　澤　公　喜 荒川町立荒川中学校

教 諭 清　水　正　典 新潟市立藤見中学校 教 諭 松　井　奈　美 魚沼市立守門中学校

教 諭 櫻　庭　　　元 新潟市立新津第一中学校 教 諭 加　藤　圭　太 上越市立雄志中学校

教 諭 山　岸　青　里 新 採 用

補助教員 渡　辺　吉　教

１階

出 納 室 ２－５７７１

２－４７３６住 民 課 ２－５７６２
（国保２－３１１０）

税 務 課 ２－５７６１

福祉保健課 ２－５７６３ ２－３００１

２階

総 務 課 ２－３１１３

２－５４７９

企 画 課 ２－３１１４

企 業 課 ２－５７６６

建 設 課 ２－５７６５

商工観光課 ２－４７６６

産 業 課
２－５７６４

農業委員会事務局

３階 議会事務局 ２－３１１２ ２－５７２５

１階

鹿瀬地域振興課 ２－３３３０
２－００８１

住民係・福祉保健係 ２－３３３１

産業係・商工観光係 ２－３３３２
２－００８２

建設係・企業係 ２－３３３３

　

建 

設 

課 
 

長　

目

黒

信

康

　

保
険
年
金
課
長　

江

川

一

男

　

出 

納 

室 
 

長　

坂

井

政

博

　

保
険
年
金
課
介
護
保
険
係
参
事　

岡　
　
　

孝

　

税
務
課
管
理
収
税
係
長　

伊

藤

サ

ト

　

建
設
課
管
理
係
主
任　

丹
藤
テ
イ
子

　

税
務
課
資
産
税
係
主
事　

杉

山

敬

一

　

運　

 

転　

 

員　

長
谷
川
武
一

　

三
川
地
域
振
興
課
税
務
係
主
任　

清

野

修

二

　

福
祉
保
健
係
保
健
師　

水
戸
部
可
奈

　

鹿
瀬
保
育
園
長　

伊
藤
リ
ツ
子

　

日
出
谷
保
育
園
主
任　

波
田
野
ア
キ
子

　

社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係
副
参
事　

佐

藤

成

子

　

学
校
教
育
課
教
育
庶
務
係
主
任　

清

野

浩

子

　

消　

 

防 

　

長　

伊

藤

郡

一

　

予 

防 

係 

参
事　

杉

崎

丈

男

　

三
川
分
遣
所
所
長　

高

松
　

仁

　

三
川
分
遣
所
係
長　

渡

部

和

雄

　

三
川
分
遣
所
係
長　

伊

藤

伝

次

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
主
任　

波
田
野
亮
子

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
主
任　

斎
藤
あ
い
子

　

※「新任校」の校名後の（　）は新職名を、「前任校」の校名後の（　）は前職名をあらわしています。

上川支所 電 話 番 号 ＦＡＸ番号

１階

上川地域振興課 ５－２２１１

５－２３８３

住 民 係 ５－２２１４

福祉保健係 ５－２２１３

商工観光係 ５－３７４１

産 業 係 ５－２７７２

建 設 係 ５－３７４０

企 業 係 ５－２２１５

１階

三川地域振興課 ９－２３１１

９－２８５１住 民 係 ９－１０２０

福祉保健係 ９－２３１３

２階
産業係・商工観光係 ９－１０２１

９－２９３１
建設係・企業係 ９－１０２２

１階
学校教育課

２－２５６１ ２－００８３
社会教育課



４月号　18　19　広報あが

　

理
解
を
得
て
、
町
民
と
と

　

も
に
推
進
し
て
い
か
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

　

い
ま
す
。

　
　

地
域
の
こ
と
は
「
そ
こ

　

に
住
む
住
民
が
自
ら
考
え
、

　

自
ら
実
践
し
、
町
は
支
援

　

す
る
」
と
い
う
集
落
の
活

　

性
化
対
策
、
町
民
主
体
の

　

ま
ち
づ
く
り
を
大
き
な
柱

　

と
し
て
い
ま
す
。

　Ａ　

総
合
計
画
の
策
定
に
あ

　

た
っ
て
は
、
町
民
の
意
見

　

募
集
を
行
い
、
町
政
懇
談

　

会
、
総
合
計
画
審
議
会
、
町

　

議
会
等
か
ら
貴
重
な
意
見

　

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

総
合
計
画
審
議
会
は
、
広

　

く
意
見
を
お
聞
き
す
る
た

　

め
各
分
野
の
人
に
委
員
を

　

お
願
い
し
、
各
地
域
審
議

　

会
の
副
会
長
に
も
入
っ
て

　

い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
総
合
計
画
の
概
要
に
つ
い

　

て
は
、
改
め
て
全
世
帯
に

　

配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

　

せ
ん
。
福
祉
は
重
要
な
課

　

題
で
あ
り
、
福
祉
・
保
健
・

　

医
療
が
連
携
し
た
効
果
的

　

な
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

施
設
整
備
は
、
上
川
地
域

　

に
お
け
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

等
既
に
民
間
の
建
設
計
画

　

が
具
体
化
し
て
お
り
、
町

　

と
民
間
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

　

割
を
発
揮
す
る
よ
う
調
整

　

の
う
え
推
進
し
ま
す
。

　Ａ　

計
画
が
総
合
的
に
実
施

　

さ
れ
る
こ
と
で
町
の
魅
力

　

が
向
上
し
、
定
住
対
策
に

　

も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

情
報
通
信
や
ス
ポ
ー
ツ
施

　

設
の
整
備
等
も
計
画
し
て

　

い
ま
す
が
、
若
者
の
意
見

　

を
聞
き
、
効
果
的
な
施
策

　

を
推
進
し
ま
す
。

　Ａ　

計
画
の
内
容
は
、
町
民

　

に
出
来
る
だ
け
分
か
り
易

　

く
お
知
ら
せ
し
、
町
民
の

　

３
月
２７
日
（
月
）、
町
内
４

地
域
の
合
同
地
域
審
議
会
が

町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
と
な
る
今
回
の

地
域
審
議
会
は
、
町
総
合
計

画
及
び
地
域
活
性
化
支
援
事

業
等
に
関
す
る
町
か
ら
の
説

明
に
対
し
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
に
関
す
る
主
な

質
疑
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

　Ａ　

実
施
計
画
を
見
た
感
想

　

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
５

　

年
間
の
主
に
ハ
ー
ド
事
業

　

の
計
画
で
あ
り
、
ソ
フ
ト

　

３
月
１８
日
（
土
）、
町
役

場
本
庁
多
目
的
ホ
ー
ル
に

お
い
て
町
在
住
の
認
定
農

業
者
で
組
織
す
る
「
阿
賀

町
認
定
農
業
者
会
」
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
発
起
人
を
代
表
し

て
高
橋
渡
さ
ん（
八
ツ
田
区
）

か
ら
「
厳
し
い
農
業
環
境
の

な
か
、
認
定
農
業
者
個
々
の

力
を
結
集
し
現
状
の
打
開

策
を
検
討
す
る
場
が
必
要

で
あ
り
、
情
報
交
換
や
研
修

会
を
通
じ
た
自
己
研
鑽
を

図
り
、
町
の
明
る
い
農
業
の

未
来
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め

に
会
を
設
立
し
た
い
」
と
す

る
趣
旨
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
規
約
の
承
認

及
び
役
員
の
選
出
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
、「
経
営
感

覚
に
優
れ
た
効
率
的
で
安

定
し
た
農
業
経
営
」
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
各
種
活

動
を
行
っ
て
い
く
と
す
る
基

本
方
針
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

認
定
農
業
者
と
は
、
自

己
の
農
業
経
営
の
安
定
を

目
指
す
た
め
農
業
経
営
改

善
計
画
書
を
町
に
申
請
し

認
め
ら
れ
た
農
業
者
を
い

い
ま
す
。
現
在
、
町
に
お

い
て
は
４５
名
お
り
、
そ
の

う
ち
４１
名
が
こ
の
会
に
加

入
し
設
立
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
加
入
者
の

内
訳
は
、
津
川
地
域
１２
名
、

鹿
瀬
地
域
９
名
、
上
川
地

域
１４
名
、
三
川
地
域
６
名

で
す
。

　

　　　　　内容・会場   　　　予定時間 

①　旅立ちの儀（住吉神社）     １７：００ 

②　行列出発　　　　　　　　　　　　　　　      １７：５０ 

③　子狐の祝い踊り（下越酒造前）    １８：３０ 

④　花嫁花婿出会いの儀（城山橋上）   １９：２０ 

⑤　結婚の儀・披露宴（麒麟山公園水上ステージ）  １９：４５ 

⑥　舟で対岸に渡りフィナーレ              ２０：４５ 

　例年、「つがわ狐の嫁入り行列」終了後、大量のゴミが無造作に捨てられています。 

　そこで、前回からイベント広場等にはゴミ箱を設置せず、自分で出したゴミは自分で処理するこ

とを基本とし、ゴミの持ち帰りをお願いしました。お陰様で会場内のゴミは格段に少なくなり、会

場内の幻想的な雰囲気はより一層引き立てられ、例年以上の素晴らしい行列となりました。

　今回も、会場内にはゴミ箱を設置しませんので、持ち帰りにご協力をお願いします。

　「地球環境に配慮」するとともに、「つがわ狐の嫁入り行列」がいつまでも美しい「阿賀町の自然」

を舞台として続きますように、今後とも皆さんのご協力をよろしくお願いします。 

☎

イベント広場水上ステージ　　　　　　１０：００～

ふるさと交流川屋敷・狐の嫁入り屋敷　１０：００～１６：００

イベント広場・総合案内所　　　　　　１０：００～１７：００

伝統芸能や歌謡ショー、よさこいなど。マーチングバンドも出演
予定。（会場：イベント広場・総合案内所）

イベント広場・総合案内所　　　　　　１０：００～

ふるさと交流川屋敷　　　       　　　　　９：００～１９：００



21 204

　
奥
阿
賀
か
の
せ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が

　
奥
阿
賀
か
の
せ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
3
月
11
日

（
土
）、
町
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第

、
町
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
1010
回
を
迎

回
を
迎

え
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
県
内
外
か
ら

え
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
県
内
外
か
ら
33
名
、
名
、
95
点
の
作

点
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
、

品
が
寄
せ
ら
れ
、
20
点
の
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
表
彰

点
の
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
表
彰

式
当
日
は
、
見
事
金
賞
を
受
賞
し
た
新
潟
市
の
西
山
邦
衛
さ
ん

式
当
日
は
、
見
事
金
賞
を
受
賞
し
た
新
潟
市
の
西
山
邦
衛
さ
ん

を
は
じ
め
と
し
た
入
選
者
が
出
席
。
佐
藤
鹿
瀬
支
所
長
か
ら
賞

を
は
じ
め
と
し
た
入
選
者
が
出
席
。
佐
藤
鹿
瀬
支
所
長
か
ら
賞

状
と
賞
品
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

状
と
賞
品
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
新
潟
県
写
真
家
協
会
会
長
の
弓
納
持
福
夫
審
査
員
が

　
ま
た
、
新
潟
県
写
真
家
協
会
会
長
の
弓
納
持
福
夫
審
査
員
が

「
鹿
瀬
の
風
景
や
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
生
活
、
伝
統
行
事
な

「
鹿
瀬
の
風
景
や
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
生
活
、
伝
統
行
事
な

ど
を
と
ら
え
た
作
品
が
多
く
、
奥
阿
賀
の
魅
力
を
感
じ
る
も
の

ど
を
と
ら
え
た
作
品
が
多
く
、
奥
阿
賀
の
魅
力
を
感
じ
る
も
の

が
多
か
っ
た

が
多
か
っ
た
。」と
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。
入
選
作
品
は
次
の
と

と
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。
入
選
作
品
は
次
の
と

お
り
で
す

お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略

敬
称
略
） 

　
奥
阿
賀
か
の
せ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
3
月
11
日

（
土
）、
町
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
10
回
を
迎

え
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
県
内
外
か
ら
33
名
、
95
点
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
、
20
点
の
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
表
彰

式
当
日
は
、
見
事
金
賞
を
受
賞
し
た
新
潟
市
の
西
山
邦
衛
さ
ん

を
は
じ
め
と
し
た
入
選
者
が
出
席
。
佐
藤
鹿
瀬
支
所
長
か
ら
賞

状
と
賞
品
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
新
潟
県
写
真
家
協
会
会
長
の
弓
納
持
福
夫
審
査
員
が

「
鹿
瀬
の
風
景
や
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
生
活
、
伝
統
行
事
な

ど
を
と
ら
え
た
作
品
が
多
く
、
奥
阿
賀
の
魅
力
を
感
じ
る
も
の

が
多
か
っ
た
。」と
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。
入
選
作
品
は
次
の
と

お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

金
賞
は
西
山
邦
衛
さ
ん
（
新
潟
市
）
に
決
定
 

第
10
回
　
奥
阿
賀
か
の
せ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

奥
阿
賀
か
の
せ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
 

第
10
回
　
奥
阿
賀
か
の
せ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

奥
阿
賀
か
の
せ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
 

西山邦衛（新潟市） 金賞 

銀賞 
金原俊雄（長野県岡谷市） 

「これぞクリスマストレイン」 

銀賞 竹村　實（阿賀町） 「山里の祭り」 

銅
賞 

三
浦
忠
彦（
新
潟
市
） 

「
夢
に
描
い
た
雪
景
色
」 

銅
賞 

木
竜
和
義（
新
潟
市
） 

「
雪
の
山
里
を
驀
進
」 

銅賞 本間一人（新潟市） 「待望の橋」 

入選 白椿貞夫（三条市） 「行楽日和」 

入選 栗原昭作（新潟市） 「水辺の景」 

入選 
竹村　實（阿賀町） 

「楽しい休日」 

入
選 

浅
野
年
賀（
三
条
市
） 

「
日
出
谷
冬
期
の
平
瀬
大
吊
橋
」 

入選 
渡辺勝美（新潟市） 

「紅葉の阿賀野川」 

入選 栗原昭作（新潟市） 「初冬の映」 

入選 
三浦忠彦（新潟市） 

「汽笛に驚いて！」 

入選 清水政一（加茂市） 「語らい」 

入選 
須貝　昭（阿賀町） 

「カヌー下り」 

特別賞 
小林敏行（新潟市） 

「アユ釣り」 

特別賞 
大野　忠（新潟市） 

「奉納の踊り」 

特別賞 
大星牧雄（阿賀野市） 

「カヌー下りのスタート」 

特別賞 清水政一（加茂市） 「遊覧舟」 

入選 
渡部　通（阿賀町） 

「浅春の飯豊山」 

「新緑の奥阿賀路」 



４月号　22　23　広報あが

　

■

■

■■

■



４月号　2425　広報あが

わかば保育園

上条・日野川・三宝分保育園

鹿瀬保育園

日出谷保育園

とこなみ保育園

もみじ保育園

　３月は卒業シーズンです。

　数えきれないほどの思い出を胸に、子どもたちは

元気よく学び舎を巣立っていきました。

　これからも勉強やスポーツに励み、明るく、楽しく、

元気よく未来に向かって進んでください。

鹿瀬小学校

日出谷小学校

津川小学校

三郷小学校

小 学 校 保 育 園

卒業・卒園おめでとう卒業・卒園おめでとう！！！！



４月号　2627　広報あが

小 学 校

中 学 校

西川小学校

三宝分小学校

上条小学校

七名小学校

三川小学校

上川中学校

阿賀黎明中学校

鹿瀬中学校

三川中学校

津川中学校

卒業おめでとう卒業おめでとう！！！！



４月号　28

スポーツ & カルチャー  informationあが

29　広報あが

スポーツ & カルチャー information

　３月２６日（日）、静岡県富士宮市静岡ソフトボール

場において、「第２回都道府県対抗全日本ソフトボ

ル大会」が開催されました。

　この大会には、本県代表選手として、上川中

学校ソフトボール部の伊藤成さん（２年・野

中区）と伊藤樹里さん（２年・牧野区）が新

潟県代表選手に選出され、大会に参加しまし

た。

　初戦に岡山県選抜と対戦し、残念ながら敗退と

なりましたが、今後も活躍が期待されます。

　より一層、皆さんのご声援をお願いします。

　３月１８日（土）、佐賀県伊万

里市を会場に「第２４回全国高等

学校選抜ソフトボール大会」が開

催され、新潟県代表として、五泉

高校ソフトボール部で当町出身の

吉岡麗華さん（２年・津川３区）、

宿屋千佳さん（２年・平堀区）、

権平泉美さん（２年・平堀区）、

長谷川里美さん（２年・津川１２

区）、権瓶桃子さん（２年・天満区）、

　３月２５日（土）、２６日（日）に静岡県浜松

市天竜ボート場において、「第１７回全国高等学

校選抜大会ボート競技」が開催され、阿賀黎明

高校ボート部員が準優勝を果たしました。平成

１８年度も県内大会をはじめ、全国大会等で阿

賀黎明高校ボート部の活躍が期待されます。皆

さんのご声援をお願いします。

　結果は次のとおりです。

全国高等学校選抜大会ボート競技結果全国高等学校選抜大会ボート競技結果

■大会結果■（敬称略）

　準優勝　　男子ダブルスカル　　伊　藤　　　翼（２年）・清　野　拓　也（２年）

　　　　　　女子ダブルスカル　　豊　島　　　遥（２年）・杉　崎　　　悠（１年）

　３月１８日（土）・１９日（日）、 三条市下田体育館において「第５回ひなまつりカップ」ミニバ

スケットボール大会が開催され、上川スポーツ少年団の男子チーム「上川９７ｅｒｓ（ナインティ

セブナーズ）」が、見事３位入賞を果たしました。

　この大会は、６年生の引退試合を目的に開かれる大会で、１８日に女子、１９日に男子の試

合が行われました。男女各１２チームが出場。３チームによるリーグ戦を１位通過した４チー

ムで決勝トーナメントが争われました。

　女子チーム「上川ホワイトタイガース」は予選リーグで大会を制した「三条嵐南」と対戦し、

惜しくも敗退となりました。

　男子は予選リーグ、三条地区の強豪「Ｊヒート三条」「岩室ビッグハーツ」と対戦。日々の練

習で身に着けたシュート力とセット攻撃を活かし勝利し、決勝トーナメントへ駒を進めました。

準決勝の相手は、奇しくも女子が敗れた「三条嵐南」の男子チーム。相手の長身選手を動きで

上川スポーツ少年団ミニバス男子

「上川９７ｅｒｓ上川９７ｅｒｓ」堂々の第３位！

抑えるも接戦の末敗れ、最後の戦いを終えまし

た。小兵揃いのチームでしたが、身長が１６０・

１７０㎝台の選手が何人もいる大会での３位。ま

た同大会での入賞は初で、引退する団員と保護

者にとって、このうえない喜びとなったようです。

　これで男女とも６年生は引退。現在は新４、

５、６年生を募集中です。保護者と子どもが喜

びを分かち合う活動に、皆さんも参加してみて

はいかがでしょうか。

伊藤杏奈さん（１年・東岐区）、長谷川陽子さん（１年・後地区）の７選手が大会に参加し

ました。

　初戦に岐阜県代表の多治見高等学校と対戦し残念ながら敗退となりまし

たが、平成１８年度の大会に向けてとても良い経験になったと思います。

　今後も、皆さんのご声援をお願いします。

※学年は大会開催時の学年です。

※学年は大会開催時の学年です。
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スポーツ & カルチャー information

　２月２日（木）から３月１６日（木）までの毎週

木曜日に、「初心者卓球教室」が津川Ｂ＆Ｇ海

洋センターを会場に、津川卓球クラブの全面協

力のもと開催されました。

　参加者は、中学校で卓球部に所属し、さらな

る技術向上を目指す者から一般の初心者まで幅

初心者卓球教室開催

広い年齢層で行われ、最終回には、和やかな雰囲気のもと、白熱したラリーの応酬が繰り

広げられました。

　参加者の皆さんには、６月に開催予定の阿賀町卓球大会での上位入賞を期待しています。

第５回 三川早春ゲートボール大会結果第５回 三川早春ゲートボール大会結果

　２月１７日（金）、三川Ｂ＆Ｇ海洋センター

体育館において「第５回三川早春ゲートボー

ル大会」が開催されました。今年で５回目に

なる今大会には地域内より１２チームが参加

し、日ごろの練習の成果を競い合いました。

　結果は次のとおりです。

■大会結果■

　優　勝　小花地Ｂチーム

　準優勝　五十島チーム

　第３位　熊渡チーム

第１回 阿賀町ソフトバレーボール選手権大会結果第１回 阿賀町ソフトバレーボール選手権大会結果

　３月５日（日）、三川Ｂ＆Ｇ海洋センター

において「第１回阿賀町ソフトバレーボール

大会」が開催されました。各地域の予選大会

を勝ち抜いた１６チームで争われ、昨年に引き

続き笑点チームが２連覇を飾りました。

　結果は次のとおりです。

■大会結果■

　優　勝　笑点

　準優勝　チームとっくん

　第３位　ミラクルズ

　津川地域は「姿三四郎」のモデルとなった《西郷四郎ゆ

かりの地》であり、その豪快な勝ちぶりから“平成の三四

郎”と称されたバルセロナオリンピック柔道金メダリスト

の古賀稔彦氏をお迎えし、３月１１日（土）町文化福祉会

館を会場に文化講演会が開催されました。

　当日は、町内外から約２５０名の来場者があり、

講演の冒頭、古賀氏が壇上に町内で柔道をやって

いる子どもたちを呼び集め、金メダルを首にかけ

るという嬉しいハプニングからスタート。左膝を

痛めながら、金メダルを勝ち取った時のエピソー

ドや柔道を始めるきっかけとなった兄弟秘話な

ど、笑いたっぷりにお話しいただきました。そし

て、ご自身の経験を基に日々の生活の中でも目標

を持ち、夢を追い求めることで充実した人生を送

ることができると、私たちの生活にエールを送っていただ

きました。来場された皆さんは講師の話に熱心に聞き入っ

ていました。

平成の三四郎　来る！

町文化講演会

人 形 劇 公 演

　平成１７年度の家庭教育学級なかよし広

場の締めくくりとして、人形劇公演が３月

１９日（日）町公民館を会場に行われ、約

１３０名の親子が来場しました。

　当日は、新潟市の人形劇団・赤ずきんの

皆さんが５つの演目を披露。照明が落とさ

れ、舞台がスポットライトに照らされると

会場は静まり返り、子どもたちは身を乗り

出して見ていました。約１時間の人形劇公

演はほのぼのとした内容で、休日のひと時

を親子一緒に楽しんでいました。
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各 種 お 知 ら せ

33　広報あが

各種お知らせ

広報かみかわ創刊号から最終４４１号まで３８年分をＣＤ-ＲＯＭ８枚に凝縮しました。

　昭和２９年１２月１日に旧上条村・西川村・東川村が合併し、上川村が誕生してから５０年余の歳月

が流れ、村は美しい自然と人情豊かで活力に満ちた郷土として発展を遂げてきました。

　「広報かみかわ」は昭和43年4月に創刊されて以来、平成17年3月の第441号まで村民に親しまれ、

それぞれのページにその時々の出来事とともに多くの皆さんの思い出が数多く記録されてきました。

　町では旧上川村のあゆみや思い出がぎっしり詰まった「広報かみかわデジタル版（ＰＤＦ形式）」

を作成します。ぜひこの機会にお申し込みください。

　本品は８枚が１組となった電子ファイルＣＤタイプで、使用にあたってはパーソナルコンピュー

ター（Windows 対応）が必要となります。また、ＰＤＦ形式ファイルのため動作環境ソフトとし

てAdobe　Reader6.0 以上を推奨動作環境となっています。（ウィンドウズ 98SE/ME/NT4.0（SP6

を推奨）/2000/XP、32MB 以上のメモリー、60MB以上のHDD空き容量、パソコン内蔵または外

付けの CD-ROMドライブ）

【フリーワードによる全文検索機能】

　通常、検索というと文書番号・作成日・日付など、項目にキーワードなど検索条件を入力して検

索します。全文フリーワード検索とは、文書中の全ての文字から全文検索を行います。

　PDF形式ですので図表や写真、誌面レイアウトもそのまま閲覧・印刷可能です。

■内　容

　昭和４３年４月号（１号）から

　平成１７年３月号（４４１号）

■仕　様

　Ａ４版　約４,７００ページ

　１セット（８枚入り　ケース付き）

　販売価格　３,１５０円（税込み）

■申込み方法

　町役場企画課企画調整係または

　上川支所地域振興課庶務係まで

　電話、ＦＡＸ、Ｅメール（氏名・住所・電話番号・

　希望する部数）でお申込みください。

※申し込み用紙は自由ですが、阿賀町のホームペー

　ジから標準様式をダウンロードできます。

　また、町役場企画課及び上川支所地域振興課に置

　いてありますのでご利用ください。

■受付期間

　４月１７日（月）から７月２５日（火）

　（電話申込みは午前８時３０分から午後５時まで、

　土・日曜日を除きます。）

■支払い・物品受取り方法

　支払い、受取り方法については、町役場企画課

　または上川支所での現金引換えか、現金書留を利

　用した郵送による引き換えとなります。（郵送費

　手数料実費負担となります。） 

■申込み・問い合わせ先

　町　役　場　　

　　企画課　企画調整係　　　　　☎ ２－３１１４

　　上川支所　地域振興課庶務係　☎ ５－２２１１

　　メールアドレス：kikaku@town.aga.niigata.jp

パソコンで見ることができる電子ファイル版（縮刷版）を作成します

広報かみかわＣＤタイプを販売します

税務課からのお知らせ

固定資産税第１期納期変更のお知らせ
　固定資産税の第１期納期につきましては、例年４月内納期となっておりましたが、平成１８年度固定

資産税の第１期納期は、「５月１６日（火）から５月３１日（水）まで」となりますのでお知らせします。

　なお、第２期以降の納期については例年どおりとなります。

　平成１８年度「土地価格等縦覧帳簿」及び「家屋価格等縦覧帳簿」を次のとおり本町内に所在す

る土地又は家屋に対して課する固定資産税納税者の縦覧に供します。

平成１８年度「縦覧帳簿」の縦覧について

縦
覧
期
間

日時

平成１８年４月３日(月)から平成１８年５月３１日(水)まで
　（土曜日、日曜日及び祝日を除く）

午前８時３０分から午後５時１５分まで

場所 町役場税務課資産税係または各支所税務係

＜お問い合わせ先＞

町　役　場

税 務 課　資産税係　☎２－５７６１

　鹿瀬支所　税 務 係　☎２－３３３０

　上川支所　税 務 係　☎５－２２１１

　三川支所　税 務 係　☎９－２３１１

企業課からのお知らせ

★下水道供用開始のお知らせ

　４月から一部の地区で下水道の供用を開始しまし

た。

事　業　名 地　区　名

阿賀町公共下水道事業
角島区の一部・京ノ瀬
区の一部

阿賀町農業集落排水事業 新谷区・古岐区

★暮らしの中から出る汚れた水

　暮らしの中から出る汚れた水（汚水）を魚の住め

る水質にするまで水の量を風呂おけ（３００㍑）に換

算すると・・・

　・米のとぎ汁２㍑分

　　（BOD　3,000 ㎎／㍑）⇒風呂おけ  　4.0 杯分

　・みそ汁１杯 200 ﾐﾘ㍑

　　 （BOD　35,000 ㎎／㍑）⇒風呂おけ　4.7 杯分

　・牛乳１瓶 200 ﾐﾘ㍑

　　 （BOD　78,000 ㎎／㍑）⇒風呂おけ  10.4 杯分

　・ラーメンの汁１杯 200 ﾐﾘ㍑ 

　　（BOD　25,000 ㎎／㍑）⇒風呂おけ  3.3 杯分

　・使用済天ぷら油 200 ﾐﾘ㍑ 

　　 （BOD1,500,000 ㎎／㍑）⇒風呂おけ  200.0 杯分

　　※ BODとは？＝汚れの程度

★下水道へのつなぎ込み（接続工事）をするには

　下水道への接続は町指定の排水設備指定工事店に

お任せください。排水設備工事に係る費用の見積り

や申請手続きを行います。お気軽にお申し付けくだ

さい。

　下水道は町の美しい自然と快適な生活

環境を守り、改善するための大切な施設

です。既に下水道の供用開始をしている

地区でまだ下水道へのつなぎ込みをして

いない各家庭や事業所も併せて、下水道

の水洗化率向上を目指し下水道へのつな

ぎ込み（接続工事）に協力をお願いしま

す。

＜お問い合わせ＞

　町　役　場

　　企 業 課　下水道係   ☎２－５７６６

　　鹿瀬支所　企 業 係　☎２－３３３３

　　上川支所　企 業 係　☎５－２２１５

　　三川支所　企 業 係   ☎９－１０２２
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各種お知らせ

工　事　件　名 施工場所 入札年月日 入札業者数 契約額（円） 契 約 者 工　　期

林道戸屋山線開設工事（ゼロ国） 阿賀町東山地内 平成18年3月7日 １５業者 28,455,000 西興産（株） 平成18年10月2日まで

建設工事等入札結果（契約額 1,000万円以上）
３月１日～３月３１日まで

＜問い合わせ先＞　町役場　総務課　管財係　☎２－３１１３　内線２１６

　財団法人「津川ふるさと開発公社」は、

１５年間にわたり公益法人として事業活動

を行ってきましたが、今後、より一層のサー

ビス向上と経営の合理化を進めるため、鹿

瀬「奥阿賀観光株式会社」と合併し、４月

１日より新たに「奥阿賀観光株式会社」と

してスタートしました。

　なお、清川高原保養センターや赤湯・赤

崎荘などの営業面は以前と変わりありませ

んので、今後ともよろしくお願いします。

奥阿賀観光株式会社からの
お知らせ

　３月１１日（土）、 東京津川会役員会が開催さ

れ、役員改選が行われました。

　このたび、平成１８年度の役員に選任された

方々を紹介します。（敬称略）

　　会　　長　　加　藤　喜　七

　　副 会 長　　赤　城　元　男

　　副 会 長　　西　本　幸　子

　　副 会 長　　鈴　木　多喜男

　　幹 事 長　　鈴　木　節　子

　　副幹事長　　菊　島　　　延

　　副幹事長　　古　川　義　範

　　副幹事長　　傅　井　八　一

　　監　　査　　杉　崎　　　博

　　監　　査　　川　邉　良　子

※なお、佐藤知晴前会長は相談役（東京新潟県

　人会関係事業担当兼任）、馬場正勝前副会長

　は名誉会長に就任しました。

東京津川会役員改選

　豊かな自然に囲まれた園内には、季節折々の

花やハーブなどが植えられています。

　春の訪れとともに、ハーバルパークにも色彩

豊かな風景が描かれるでしょう。

　皆さんのお越しをお待ちしています。

■開 園 日　火・木・土・日・祝祭日

■営業時間　午前９時～午後４時

■入 園 料　無料

■体験教室　ハーブ石鹸・キャンドル・リース

　　　　　　など（希望される方は、あらかじ

　　　　　　め予約してください。）

■問い合わせ先　

　　　　　　芦沢高原ハーバルパーク

　　　　　　☎＆ FAX２－５５２２

　　　　　　町役場　産業課　林政係

　　　　　　☎２－５７６４

　津川住吉神社境内において、毎月５日おきに

市場を開設しております。

　農家の皆さん、地場産の野菜・漬物等津川市

場で販売してみませんか。

  詳細については次のとおりです。多くの方の

出店をお待ちしています。

■出店資格　町内に在住の個人又は事業所のあ

　　　　　　る法人、団体等であること

■出 店 料　奥行１.８ｍ・間口１.８ｍ当たり

　月額　７２０円

　　　　　　　　〃 臨時１回　１２０円

■出店場所　津川　住吉神社境内

■開設日時　毎月５、１０、１５、２０、２５、３０日

　　　　　　午前７時から午後４時まで

■申込み・問い合わせ先

　　　　　　町役場　商工観光課

　　　　　　☎２－４７６６

津川市場に出店する方を募集します

４月２９日（土）開園４月２９日（土）開園！！！！　農地を売買するときや、農地を転用する場合

などは農地法の許可が必要となります。それら

の許可申請書等の提出期限は毎月１０日です。

ただし、土日・祭日となった場合は翌日となり

ます。

　ご不明な点につきましては、農業委員会事務

局までご連絡ください。

＜問い合わせ先＞

　　町農業委員会事務局

　　☎２－５７６４

阿賀町農業委員会からのお知らせ

　銃砲刀剣類を発見した場合、すみやかに最寄

の警察署に届け出てください。登録を希望され

る場合、届出後、下記の登録審査会においでく

ださい。法令に定める鑑定の基準（美術的価値、

伝統的な製作方法など）によって審査されます。

登録対象となったものについて登録証が交付さ

れ、所持することができます。

■審査会日程

平成１８年度平成１８年度

銃砲刀剣類 登録審査会開催銃砲刀剣類 登録審査会開催

■会　場

　新潟会場：県庁行政庁舎会議室

　　　　　　（新潟市新光町４－１）

　長岡会場：長岡地域振興局会議室

　　　　　　（長岡市四郎丸１７３－２）

■時　間

　いずれも、午前１０時～午後２時３０分

　（正午～午後１時は休憩）

■登録審査会に持参するもの

　・登録を受けようとする銃砲刀剣類

　・銃砲刀剣類発見届

　　（所轄警察署が発行したもの）

　・審査手数料（１件につき６,３００円を新潟

　　県収入証紙で納入。印鑑は不要）

※銃砲刀剣類を持ち移動する際には、危険のな

　いよう梱包し、盗難などにご注意ください。

※登録審査会に代理の方が来られる場合には、

　委任状が必要です。

月 新 潟 市 長 岡 市

１８年 ４月 ２１日（金）

６月 １６日（金）

８月 １８日（金）

１０月 ２０日（金）

１１月 １７日（金）

１９年 １月 １９日（金）

２月 １６日（金）

　労使間のトラブルを未然に防ぐためにも、

労働条件は書面に明示し、労使双方の確認を。

　労働者を採用するときは、賃金、労働時間

その他労働条件全般を書面で明示しなければ

なりません。労働条件明示のための「労働条

件通知書」のモデル様式を作成しましたので、

これから労働者を採用予定の企業の方、就職

を考えている方、後で「言った、言わないと

言い合う前に」、労働条件通知書モデル様式

をご活用いただき、トラブル防止にお役立て

ください。

  モデル様式は最寄りの労働基準監督署にて

配布しています。

＜お問い合わせ先＞

　　新潟労働局労働基準部監督課

　　　☎ 025-234-5922

　　又は新津労働基準監督署

　　　☎ 0250-22-4161

赤湯料金改定について

　「かのせ温泉赤湯」は、湯治場として開業以来、

１５年間入浴料金を据え置いてきましたが、灯油

代の大幅な値上がりなどにより、今月から１００円

の値上げをさせていただくことになりました。皆

さんのご理解をいただけますようお願いします。

■入浴料

　・大　人：３月まで２００円 → ４月から３００円

　・子ども：３月まで１００円 → ４月から２００円

〈問い合わせ先〉　かのせ温泉赤湯　☎２－５８１１
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「
東
蒲
原
郡
史
」好
評
発
売
中
!!

　

「
東
蒲
原
郡
史
」
資
料
編
は
、
郡
内
の
歴
史
資
料

を
区
分
ご
と
に
ま
と
め
編
さ
ん
し
た
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
４
冊
を
刊
行
し
販
売
中
で
す
。
郡
内
の
歴
史
を

知
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
す
。
是
非

あ
な
た
の
お
手
元
に
お
備
え
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で

刊
行
し
た
４
冊
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
第
１
回
配
本　

第
５
巻
【
近
世
四
】
交
通
、
会
津

　
　

街
道
、
阿
賀
野
川
水
運
の
こ
と
。

●
第
２
回
配
本　

第
６
巻【
近
現
代
】明
治
、
大
正
、

　
　

昭
和
の
こ
と
。

●
第
３
回
配
本　

第
８
巻
【
民　

俗
】
昔
の
村
や
町

　
　

の
暮
ら
し
、
産
業
、
年
中
行
事
、
衣
食
住
等
の

　
　

こ
と
。

●
第
４
回
配
本　

第
２
巻
【
古
代
・
中
世
・
近
世
一
】

　
　

古
代
・
中
世
資
料
、
城
館
跡
、
藩
政
の
こ
と
。

　

今
年
度
の
刊
行
予
定
は
、
第
１
巻
【
原
始
】
で
郡

内
の
旧
石
器
、
縄
文
、
弥
生
の
遺
跡
・
遺
物
等
で
、

珍
し
い
も
の
も
多
く
掲
載
の

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
購
読
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
体　

裁　

Ｂ
５
版

　
　
　
　
　

約
８
２
０
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

上
製
本　

箱
入
り

■
価　

格　

１
冊
５
，
０
０
０
円
（
税
込
み
）　
　

　
　
　
　
　

送
料
は
別

■
販
売
先　

阿
賀
町
公
民
館
、
町
役
場
各
支
所
、

　
　
　
　
　

東
蒲
原
郡
史
編
さ
ん
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　

東
蒲
原
郡
史
編
さ
ん
室
（
平
堀
会
内
）　
　

　
　
　
　
　

☎
２―

５
６
１
４

消防署からのお知らせ
　先日、郡内の事業所から消火器の不適正な点検や訪問

販売等を行う業者より、電話があったとの情報が寄せら

れました。今後、各家庭に消火器や住宅用火災警報器等

の不適正な点検や訪問販売等が予想されますので十分注

意して下さい。また、不審な業者から電話や点検・訪問

販売等があった時は、身分証明書の提示を求めたり消防

署又は警察署に連絡してください。  

平成１８年度　消防設備士試験日程表

平成１８年度　危険物取扱者試験日程表

試　験　日 受 付 期 間 試　験　の　種　類 受　　験　　地

６月２２日（木） ５月１５日（月）～
５月２９日（月）

甲種全類（特類を除く）
乙種全類 新潟市　長岡市　上越市

８月 ６日（日） ６月２８日（水）～
７月１２日（水）

甲種全類（特類を含む）
乙種全類 新潟市　長岡市　上越市

１０月２８日（土） ９月１９日（火）～
１０月２日（月）

甲種全類（特類を除く）
乙種全類 新潟市　長岡市　上越市

試　験　日 受 付 期 間 試　験　の　種　類 受　　験　　地

５月２０日（土） ４月１０日（月）～
４月２４日（月）

乙種第４類
丙　種

新潟市　長岡市　上越市
新発田市

７月１３日（木） ６月５日（月）～
６月１６日（金）

甲　種
乙種第１・２・３・４・５・６類、丙　種 新潟市　長岡市　上越市

乙種第４類
丙　種 三条市

９月１４日（木） ８月７日（月）～
８月１８日（金）

乙種第４類
丙　種

新潟市　長岡市　上越市
佐渡市　柏崎市

１１月２３日（木）
１０月１１日（水）～
１０月２４日（火）

乙種第４類 新潟市　長岡市　上越市

１１月２４日（日） 甲　種
乙種第１・２・３・５・６類、丙　種 新潟市　長岡市　上越市

２月２２日（木） １月１５日（月）～
１月２６日（金）

甲　種
乙種第１・２・３・４・５・６類、丙　種 新潟市　長岡市　上越市

○一般試験

＜問い合わせ先＞　町消防署　☎２－０１１９

家庭に
消火器の
設置義務は
ありません。
私は、その
消火器は
購入
しません。

家庭にも

消火器の

設置が

義務付け

られました。

科名 
曜日 月 火 水 木 金 受付時間等

内 科
新患―吉嶺
新患―朝川
再来―川村

新患―朝川

再来―吉嶺

新患―斉藤
再来―小山
（12.19.26）
再来―川村

（5）

新患―川村
再来―吉嶺

新患―朝川
（3.10.17.31）
再来―吉嶺
（7.14.28）
再来―川村

●受付時間
　午前８時３０分から
　午前１１時３０分まで

　脳神経外科、産婦人科
　耳鼻咽喉科、整形外科

の診療科は午後診療です。

●午後診療の受付時間
脳神経外科、耳鼻咽喉科は
午後1時から午後3時まで

●整形外科、婦人科は、
　午後1時30分から
　午後３時30分までです。

外来直通電話
　内科　　　２－４１００
　外科　　　２－４１０１
　産婦人科　２－４１０５
　小児科   　２－４０５５
　整形、皮膚科、糖尿
　　　　　　２－４１２０
　地域連携　２－３８６８
　会計窓口　２－３３１０

小 児 科 渡部医師 新潟大学医師 渡部医師 渡部医師 渡部医師

外 科 岡　 医 師 岡　医師 岡　医師 岡　医師 岡　医師

整形外科 中禮医師

脳神経外科 水原郷病院医師

産婦人科 がんセンター医師 新潟大学医師

眼 科 新潟大学医師 新潟大学医師

皮 膚 科 新潟大学医師 新潟大学医師

耳鼻咽喉科 新潟大学医師 新潟大学医師

泌尿器科 山本医師

内 視 鏡
エ コ ー
心エコー

胃カメラ
(毎週月曜日)

心エコー
・第１・３火曜日
　PM
  第１内科医師

大腸ファイバー

随時更新しています。詳しくは、ホームページをご覧下さい。

４月分 ４月１日現在

新潟県立津川病院

〒959-4497　

新潟県東蒲原郡阿賀町津川200番地　

 ☎ 　２－３３１１　

FAX２－４９６４

皆様のご意見を下記までお寄せ下さい。

○ホームページアドレス　

　http://www11.ocn.ne.jp/-

　　　  tugawahp/

○ｅ -メールアドレス　

　tug-keiei@sage.ocn.ne.jp

○県立津川病院内御意見箱

○手紙の場合は県立津川病院事務長 宛

院長就任４年目を迎えて
　桜の花がそろそろ満開ですね。みなさんいかがお過ごし

ですか？いつも病院をご利用・ご支援いただき大変ありが

とうございます。私たちは超高齢社会における厳しい医療

情勢のなか（皆さんのふところもですよね！）、医療サー

ビスの低下につながらないよう細心の注意を払うととも

に、町職員の方々との連携を図っています。１次救急医療

（発熱・けが・意識障害など）、慢性疾患の管理（メタボ

リックシンドロームなど）、そして病気の予防（ワクチン

接種など）など引き続き皆さんのお役に立てるよう１つひ

とつ努力してまいりたいと考えています。忌憚のないご意

見をいただければ幸いです。

（写真　聴診～巡回診療にて）

心電計を更新しました。

コンパクトで機動性が

高まりました。

ポートブルに活躍します。

検査科　　
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平成１８年度からのからの介護保険料がが変わりました
○介護保険サービスを利用する際、自己負担分は実際にかかった費用の１割ですが、残りの９割をまかなうた 

　めに介護保険料が使われます。    

　　介護保険制度の普及にともない、介護保険サービスの需要も年々増えており、サービスの質と量を充実さ

　せるため、３年に１度の介護保険料見直しが行われました。

○６５歳以上の方の保険料は、町で必要な介護サービス費用をまかなうために算出された基準額（５０，４００円）

　をもとに、６段階に分かれます。

段　　階 対　　　　　象　　　　　者 計算方法 年　　額

第１段階
・老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税の方
・生活保護受給者等 基準額× 0.5 25,200 円

第２段階
世帯全員が住民税非課税で課税年金収入額と
合計所得金額の合計が８０万円以下の方 基準額× 0.5 25,200 円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で第２段階に該当しない方 基準額× 0.75 37,800 円

第４段階 本人が住民税非課税で世帯員に住民税課税者がいる方 基準額× 1.0 50,400 円

第５段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が２００万円未満の方 基準額× 1.25 63,000 円

第６段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が２００万円以上の方 基準額× 1.5 75,600 円

○介護保険料の激変緩和措置について     

　次の①、②の方については、保険料を１８年度からの２年間で段階的に引上げる激変緩和措置が適用されます。

　①税制改正により、新たに住民税が課される方（平成１７年度の住民税が非課税で、かつ前年の合計所得が

　　１２５万円以下の平成１７年１月１日現在で６５歳以上の方）⇒下表「第５段階」に属する方

　②平成１７年度において住民税世帯非課税であり、かつ①と同一世帯に属する第１号被保険者で、平成１７年

　　度に第１号保険料を納めている方。⇒下表「第４段階」に属する方

介護が必要になったとき、だれもが安心してサービスを利用できるよう、
今後とも介護保険料の納付にご理解、ご協力をお願いします。

＜問い合わせ先＞　町役場　福祉保健課　介護保険係　☎２－５７６３

保　険　料　段　階 平成 18 年度 平成 19 年度

第４段階

税制改正に伴い「第 1段階」から移った方 基準額× 0.66 33,200 円 基準額× 0.83 41,800 円

税制改正に伴い「第 2段階」から移った方 基準額× 0.66 33,200 円 基準額× 0.83 41,800 円

税制改正に伴い「第 3段階」から移った方 基準額× 0.83 41,800 円 基準額× 0.91 45,800 円

第５段階

税制改正に伴い「第 4段階」から移った方 基準額× 0.75 37,800 円 基準額× 1　 50,400 円

税制改正に伴い「第 5段階」から移った方 基準額× 0.91 45,800 円 基準額× 1.08 54,400 円

税制改正に伴い「第 6段階」から移った方 基準額× 1.08 54,400 円 基準額× 1.16 58,400 円

第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 第６段階

生活保護を受けている

本人が住民税を納めている

老齢福祉年金を受給している 前年の所得金額が
200 万円以上あった

課税年金収入額と合計所得
金額の合計が 80 万円以下

世帯内で住民税を納
めている人がいる

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ 保険料段階は
何段階ですか？

【介護保険サービス福祉用具貸与・特定福祉用具販売内容　一部変更】

福祉用具貸与

日常生活の自立を助けるための福祉用具を貸与します。

　・車いす　・車いす付属品　　・床ずれ防止用具　・特殊寝台　 ・特殊寝台付属品
　・体位変換器　・手すり（工事をともなわないもの）
　・スロープ（工事をともなわないもの）　・歩行器　　・歩行補助つえ
　・認知症老人徘徊感知機器　・移動用リフト（つり具を除く）

◎サービス費用のめやす

　実際に貸与に要した費用に応じて異なります。（自己負担１割）

◎要支援（経過的要介護）及び要介護１の人には、車いす（付属品含む）、特殊寝

　台（付属品含む）、床ずれ防止用具、体位変換器、認知症老人徘徊感知器、

　移動用リフトは原則として保険給付の対象となりません。

特定福祉用具
販売　　　　

入浴や排泄などに使用する福祉用具を販売し、その購入費を支給します。
（年間１０万円上限 / 自己負担１割）
・腰掛便座　　・入浴補助用具　　・特殊尿器　　・簡易浴槽　・移動用リフトつり具

◎「福祉用具販売業者に対する指定導入制度」が導入されました。
◎新潟県知事が指定した福祉用具販売事業から購入されないと、保険給付の対象
　とはなりません。
◎事業所ごとに「福祉用具専門相談員」が配置されました。

【介護保険サービス住宅改修支給の申請内容　一部変更】

住宅改修費
支給

小規模な住宅改修に対して、その費用が支給されます。

（限度額２０万円 /自己負担１割）

　・手すりの取付け　　・段差解消　・滑りの防止、移動の円滑化等のための床　

　・通路面の材料の変更　・引き戸等への扉の取替え　

　・洋式便器等への便器の取替え　・その他これらの各工事に付帯して必要な工事

　・屋外部分の改修工事も給付の対象

◎住宅改修にあたっては事前にケアマネジャーに相談してください。

◎事前の申請が必要になります。

平成１８年度

平成１８年度 定例年金相談実施予定日

開設年月日 相談時間

５月１７日（水） １０：００～１４：００

７月１９日（水） １０：００～１４：００

９月２０日（水） １０：００～１４：００

１１月１５日（水） １０：００～１４：００

１月１７日（水） １０：００～１４：００

３月２０日（火） １０：００～１４：００

　平成１８年度の定例年金相談を、下記のとおり実施しま

すのでご利用ください。

■相 談 日　右記のとおり

■相談時間　午前１０時～午後２時

■会　　場　町役場本庁　多目的ホール

■年金についてのお問い合わせは『ねんきんダイヤル』へ！

　　年金請求などの年金相談

　　　　　　☎０５７０－０５－１１６５

　　年金をお受けになっている方の年金相談

　　　　　　☎０５７０－０７－１１６５



４月号　4041　広報あが

各種お知らせ

月 日 曜日 予 定 時 間 場 所

４　
　
　
　
　
　

月

４　
　
　
　
　
　

月

15 土 固定資産課税台帳縦覧（４月３日～５月３１日）

16 日

17 月

18 火 あそびの教室（津川地域） ９：３０～ やまぶきの里

19 水 フッ素塗布 １０：００～１０：３０受付 やまぶきの里

20 木
ちびっこ広場計測日（三川地域）
ポリオ経口投与（三川地域）

９：３０～１１：３０
１５：４５～１６：１５受付

三川保健センター
町営診療所みかわ

21 金 １歳６か月児健診 やまぶきの里

22 土

23 日

24 月
特定計量器定期検査（津川地域）
　　　〃

１０：００～１２：００
１３：００～１５：３０

やまぶきの里車庫
　　　〃

25 火
鹿瀬診療所休診日
特定計量器定期検査（津川地域）
　　　〃

１０：００～１２：００
１３：００～１５：３０

やまぶきの里車庫
　　　〃

26 水
つくし教室（鹿瀬地域）
特定計量器定期検査（鹿瀬地域）
　　　〃

９：３０～
１０：００～１２：００
１３：００～１５：３０

町公民館
鹿瀬支所車庫

27 木
ちびっこ広場（三川地域）
特定計量器定期検査（上川地域）
　　　〃

９：３０～１１：３０
１０：００～１２：００
１３：００～１５：３０

三川保健センター
上川支所農政車庫
　　　　〃

28 金
４か月児健診
特定計量器定期検査（三川地域）
　　　〃

１０：００～１２：００
１３：００～１５：３０

やまぶきの里
三川支所車庫

29 土
みどりの日
三川方面隊春季消防演習 ７：３０～ 三川温泉スキー場

30 日

５５　
　
　
　
　
　

月

　
　
　
　
　
　

月

1 月

2 火

3 水
憲法記念日　　　金上稲荷大祭
第１７回つがわ狐の嫁入り行列

１０：００～１１：００
１７：００～２０：４５

麒麟山公園
麒麟山公園他

4 木 国民の休日

5 金 こどもの日

6 土

7 日

8 月
リハビリ教室
三種混合予防接種

１０：３０～
１３：３０～１４：００受付

教育文化センター
やまぶきの里

9 火 鹿瀬診療所休診日

10 水
農地法等許可申請書提出期限日（農業委員会）
フッ素塗布 １０：００～１０：３０受付 やまぶきの里

11 木
ちびっこ広場計測日（三川地域）
三種混合予防接種（三川地域）

９：３０～１１：３０
１５：３０～１６：１５

わかば保育園
町営診療所みかわ

12 金 ３歳児健診 やまぶきの里

13 土

14 日 津川方面隊春季消防演習 ８：００～ 津川中学校

15 月

16 火
平成１８年度固定資産税第１期分納期（～５月３１日）
平成１８年度軽自動車税全期分納期（～５月３１日）
あそびの教室（津川地域） ９：３０～ やまぶきの里

17 水 定例年金相談 １０：００～１４：００ 役場本庁　多目的ホール

18 木
ちびっこ広場（三川地域）
三種混合予防接種

９：３０～１１：３０
１５：３０～１６：１５

わかば保育園
町営診療所みかわ

４月～５月カレンダー

◎町内保育園へ心温まるご寄付がありました。

　　各施設で大切に使用させていただきます。ありがとうございました。

　○もみじ保育園・・・・・・保護者会より砂場一輪車　　　２セット

　○とこなみ保育園・・・・・保護者会より一輪手押し車　　７台

　○鹿瀬保育園・・・・・・・子鹿の会より証書ファイル　　１０冊

　○日出谷保育園・・・・・・つくしの会より証書ファイル　３冊

　○上条保育園・・・・・・・なかよしの会よりＣＤラジカセ４台、絵本１１冊

　○日野川保育園・・・・・・保護者会よりレゴブロック１セット

　○三宝分保育園・・・・・・母の会より絵本全１３巻、紙芝居全７巻、図鑑全１５巻

町へのご寄付ありがとうございました

社会福祉協議会へのご寄付ありがとうございました

からの

三種混合予防接種

■日　　時　５月８日（月）

　　　　　　受付：午後１時３０分～午後２時

■会　　場　やまぶきの里

■対象地域　津川地域・鹿瀬地域・上川地域在住の方

■対 象 児　平成１８年２月８日までに生まれ、ま

　　　　　　だⅠ期初回、追加接種をしていない乳

　　　　　　幼児

■持 ち 物　予診票・母子健康手帳

■そ の 他　三川地域在住の方は、予防接種日程表

　　　　　　をご覧ください。

氏　　名 保護者名 地区

渡　部　叶　介 繁　人 津川１区

石　井　陽　和 孝　之 赤 岩 区

石　川　太　悠 英　康 向鹿瀬区

鈴　木　は　な 寛 鹿 瀬 区

伊　藤　華　生 昭　夫 七 堀 区

江　川　大　夢 哲　也 九 島 区

　３月１７日（金）に行われた

３歳児健診でむし歯のなかった

お子さんを紹介します。

＜上記の問い合わせ先＞

町役場　福祉保健課　☎２－５７６３

■目　　的　　知的障害者、身体障害者等の一般就

　　　　　　　労が困難な方に対し、障害の特性に

　　　　　　　応じた機能訓練、作業訓練、生活指

　　　　　　　導等を行い、自立・生活の質の向上・

　　　　　　　福祉の向上を図る。

■名　　称　　心身障害者通所援護施設

　　　　　　　作業所「三川ひまわりの家」

■入所対象者　　町内在住の１５歳以上の心身障害者

　　　　　　　等

■開所日時　　月曜日から金曜日まで

　　　　　　　午前８時３０分～午後３時３０分

■指導体制　　常勤　２名　非常勤　１名

■指導内容　　○生活指導・・あいさつ、言葉づか

　　　　　　　　い、排泄、着脱、調理、掃除など

　　　　　　　○機能訓練、作業訓練、手先・身体

　　　　　　　　の機能訓練、畑、室内作業など

　　　　　　　○その他研修視察、クリスマス会、

　　　　　　　　通所者の誕生月ごとに調理実習を

　　　　　　　　兼ねて誕生会など

■問い合わせ先　三川ひまわりの家

　　　　　　　　☎９－２６０４

心身障害者通所援護施設

「三川ひまわりの家」
通所者募集！！

作業所

◎このたび社会福祉協議会にご寄付がありました。

　いただいたご寄付は、社会福祉事業に活用させていただきます。ありがとうございました。

　○清野　公平さん　（黒谷区）　　　○猪　　巌　さん　（高清水区）　　

　○鈴木　武喜さん　（鹿瀬区）　　　○雪割草の会　様　（新谷区）

　○小原タカノさん　（角島区）　　　○三川郵便局　様※４月から５月は、基本健康診査、胸部レントゲン、大腸がん検診があります。

　日程については、「広報あが」３月号３５ページをご覧ください。


